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こ
れ
ら
の
古
い
建
築
を
残
せ
る
限
り
残

し
、
活
か
せ
る
限
り
活
か
し
て
、
ど
う

に
か
近
代
的
な
図
書
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ィ

・
集
会
室
の
要
求
と
両
立
さ
せ
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
。
こ
の
こ
と
に
み
な

で
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
。
傾
き
か
け
た

蔵
は
、
ひ
き
起
こ
さ
れ
、
漆
喰
が
補
修

さ
れ
、
新
設
の
部
分
と
結
ん
で
内
部
を

利
用
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

私
は
、
町
並
み
と
接
す
る
部
分
で

は
、
伝
統
的
な
意
匠
の
再
現
を
試
み
、

街
区
の
奥
ま
っ
た
部
分
や
、
図
書
館
の

内
部
で
は
、
伝
統
的
な
意
匠
の
モ
チ
ー

フ
を
、
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
へ
と
転
換

す
る
こ
と
に
苦
心
を
し
た
。
工
事
が
は

じ
ま
る
と
、
瓦
や
、
漆
喰
や
、
青
石
な

ど
の
、
地
場
の
材
料
が
、
ま
た
こ
れ
ら

の
技
術
を
承
け
継
い
で
い
る
職
人
さ
ん

達
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
集
ま
っ
て
き
て
く

れ
た
。
こ
れ
ら
の
材
料
や
、
技
術
が
、

近
代
的
な
性
格
の
施
設
に
使
わ
な
く
な

っ
て
久
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
み
ん
な

意
気
に
感
じ
て
仕
事
を
や
り
通
し
た
。

こ
の
建
築
が
建
ち
上
る
と
、
町
の
人

々
が
本
当
に
よ
ろ
こ
ん
で
使
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

新
し
く
建
つ
大
型
の
公
共
的
施
設
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
、
中
学
校
な

ど
も
、
ど
ん
ど
ん
と
こ
の
脇
町
様
式
を

採
用
し
て
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
望
外
の
発
展
で
あ
っ
た
。
町
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の
が
、

全
国
的
に
消
え
去
り
、
凡
庸
な
町
に
変

っ
て
い
く
な
か
で
、
脇
町
の
こ
の
よ
う

な
試
み
と
動
き
に
、
協
力
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
建
築
家
と
し
て
本
当
に

う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

う
だ
つ

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
の
楽
し
「
卯
建
」
が
あ
い
ソ
、
こ
れ
ら
が
町
並
み

み
の
一
つ
は
、
こ
れ
が
本
当
に
動
き
出
と
し
て
、
連
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

し
た
時
に
、
ど
ん
ど
ん
と
思
わ
ぬ
方
向
る
。
皿
年
程
前
、
明
石
工
専
の
渡
辺
宏

に
ま
で
発
展
し
て
い
く
さ
ま
を
見
守
る
助
教
授
（
建
築
史
）
が
、
学
術
調
査
を

こ
と
に
あ
る
。
生
み
の
苦
し
み
も
あ
る
し
て
以
来
、
こ
の
う
だ
つ
の
町
並
み
は

が
、
こ
の
様
な
状
態
に
な
る
と
、
ち
よ
徐
々
に
町
の
内
外
の
人
々
に
、
そ
の
価

う
ど
植
物
が
根
付
い
て
、
初
夏
に
日
に
値
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

日
に
枝
葉
が
繁
っ
て
い
く
の
を
見
守
る
一
一
年
程
前
、
私
は
町
の
人
々
と
こ
の

楽
し
み
に
似
て
い
る
。
町
並
み
を
造
し
、
こ
れ
を
活
か
す
こ
と

私
が
、
い
る
か
設
計
集
団
（
海
岸
通
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

・
海
岸
ビ
ル
ヂ
ン
グ
内
）
の
仲
間
達
と
を
話
し
あ
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
か

共
に
設
計
し
た
、
徳
島
県
脇
町
の
脇
町
ら
、
町
並
み
の
中
央
部
に
あ
る
土
蔵
群

立
図
書
館
も
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
の
並
ぶ
農
協
の
敷
地
に
図
書
館
を
含
ん

り
を
誘
発
す
る
建
築
と
な
っ
た
。
脇
町
だ
文
化
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
計
画
が
生

は
昔
、
吉
野
川
の
水
運
と
藍
の
取
引
き
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
敷
地
に
あ
る
土
蔵

で
栄
え
た
町
で
、
本
瓦
・
白
漆
喰
・
骨
群
や
、
桐
や
、
背
の
高
い
土
塀
は
、
一

太
の
格
子
の
町
家
の
建
ち
並
ぶ
町
並
み
つ
一
つ
見
た
時
に
、
例
え
ば
国
宝
の
様

が
、
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
造
さ
れ
て
き
な
価
値
の
高
い
も
の
で
は
な
い
。
だ

た
。
何
よ
り
も
人
々
の
目
を
魅
く
の
は
が
、
脇
町
の
町
並
み
が
、
絵
に
描
か

家
々
の
軒
の
上
に
独
特
な
形
を
し
た
札
、
写
貞
匡
撮
ら
れ
た
り
す
る
痔
、
っ下／脇町図書館の路地から

( 右) 新設部分( 左) 保存部分

iiii灘織
重
村
力
八
建
築
家
・
神
戸
大
学
講
師
Ｖ

れ
、
写
真
に
撮
ら
れ
た
り
す
る
時
、
つ

ま
り
人
々
が
心
に
思
い
浮
か
べ
る
時
、

い
つ
も
そ
の
中
の
欠
か
せ
ぬ
要
素
と
し

て
入
っ
て
い
る
大
切
な
建
築
で
あ
り
、

人
々
の
思
い
出
の
残
る
場
所
で
あ
る
。

上／脇町図書館
内部一伝統のモ
チーフと、地場
の材料によるモ
ダンな内部空間

う
だ
つ
の
町
並
み
を
復
興
す
る

徳
島
・
脇
町
図
書
館
を
設
計
し
て

八
そ
の
鯉
Ｖ
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: 井植文化賞
報道出版部

く織
鴬』寿溌篭鋤

鱒
国

門

中平邦彦
<『'農|錘a:著者＞
鯛舗見鮮昭

擁叢灘蕊雛継手説噸

蕊
Ｆ

スタジオ配ＯＤＡＹ
一
つ
鵬
鈴
／
昭
和
型
雄
．
に
ス
タ
ー
ト
．

》
繊
鴨
蝿
織
蝿
錘
噸

Ｉ
西
代
原
ろ
。
毎
回
親
し
み
安
い
テ

０
卜
関
フ
ー
Ｉ
マ
巻
扱
い
な
が
ら
も
、

狗
鰯
繊
灘
篭
．

戦後、日本の復興と繁栄に大きな足跡を残した三洋電機株式会社の創設者、故井植
遺志によって昭和4 4 年1 1 月に設立された財団法人「井植記念会. I が、兵庫県在住また

歳男氏の
は兵庫県

にゆかりの深い人のなかから、めざましい活睡をされた人を受賞の対象としてその功績を讃え

るとともに、地域社会のより一滴の発展に寄与したいと考え、この＜井植文化賛＞６部門〈本
年より国際交流部門を新設）を段定しました。今回で第1 1 回を数え、各分野の評論窯、学識経
験者などをもって部門ごとに構成される選考委員会によって、次のように決定しました。

国際交流部門

蕊
加藤一郎

〈蕊鵜織〉
明
治
諏
年
名
古
屋
市
生
哀
れ
。
京
都
大
学
独
文
科
卒
業

後
、
神
戸
商
業
大
学
（
現
遡
戸
大
学
）
の
ド
イ
ツ
語
講
師

を
経
て
甲
南
大
学
へ
。
そ
の
閥
輪
日
独
協
会
の
副
会
長
、

会
長
を
務
め
た
。
昭
和
調
年
か
ら
２
年
間
、
ハ
ン
ブ
ル
グ

大
学
の
交
歓
教
授
と
し
て
教
域
に
立
ち
、
昭
和
訓
年
に
西

ド
イ
ツ
政
府
よ
り
節
一
級
功
労
卜
宇
牽
、
同
副
年
に
は
砿

三
等
に
叙
せ
ら
れ
る
。
疏
訳
も
多
数
。

地域活動部門

誰

鐸罰P 目建冨Y # 悪

( 社）神戸新聞
文化センター

＜理事長・小林幸和＞
め
て
い
る
。

と
郷
土
文
化
の
育
成
・
発
揚
の
拠
点
と
し
て
設
立
。
全
国

の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
草
分
け
的
存
在
。
野
外
教
室
等
の
新

し
い
講
座
項
目
も
早
く
か
ら
取
り
入
れ
、
昭
和
鑓
年
か
ら

は
隔
年
で
海
外
文
化
使
節
団
も
派
遮
、
国
際
交
流
に
も
努

昭
和
鯉
年
、
月
、
神
戸
新
聞
社
が
、
兵
凧
県
民
の
棉
祉

科学技術部門

幡
醇
齢
形
蔚
翰
説
。
ｑ
、
押
慰

文化芸術部門
鴬
唖
抽
…
鴬
鶴

蕊 識

喫
嘩
再
癖
蒲
睡
泊
闘
卜
唱
．
．
敢
瀬
斑

灘
神戸灘ライオン

ズクラブ
＜会長・政Ⅲ義徳＞：

卜
は
、
年
２
回
、
３
月
と
７
月
に
定
期
的
に
行
わ
れ
て
お

り
今
年
で
錐
回
を
数
え
る
。
地
域
音
楽
文
化
の
向
上
と
新

人
音
楽
頚
発
表
の
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
采
た
〃
て
い

る
他
、
そ
の
収
益
金
を
社
会
福
祉
に
渦
い
る
な
ど
、
収
益

事
業
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
で
い
る
。

昭
和
狐
年
よ
り
始
ま
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ソ
サ
ー

州
鍋
年
よ
り
、
後
天

婿
者
で
、
手
話
が
出

い
人
の
た
酌
に
、
オ

ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
電

Ｉ
を
利
用
し
て
、
会

子
に
い
て
見
せ
る
と

淀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

輝
け
て
い
る
。
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祉
の
た
め
に
用
い
る
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ

ピ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
巡
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
実
効
を
生
み
出
し
て
き
た

こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
る
ま

い
。
ま
た
第
三
十
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
記

念
し
て
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
音
楽
賞
を

設
け
、
新
人
の
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
五
十
回
を
越
え
る
コ
ン
サ

ー
ト
の
開
催
は
、
兵
庫
県
と
神
戸
の
音

楽
界
に
確
固
と
し
た
歴
史
を
築
い
た
。

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
演
奏
家
の
な
か
に

は
、
著
名
な
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞

し
、
あ
る
い
は
権
威
あ
る
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
人

も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
音
楽
界
に
継
続

的
に
貢
献
し
て
き
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
、
わ
が
国
で
は
ほ
か
に
な
く
、
こ

の
受
賞
を
機
に
音
楽
文
化
の
発
展
に
、

今
後
ま
す
ま
す
力
を
添
え
て
欲
し
い
と

思
う
。
八
小
石
忠
男
Ｖ

一

〃
文
化
芸
術
部
門
″
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
と
は
、
と
意
味
が
わ
か
ら
ぬ
人

も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
音
楽
に
貢
献
し
た
と
い
う
視
点

か
ら
眺
め
る
と
、
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
、
地
味
で
は
あ
る
が
本
当
に

す
ば
ら
し
い
仕
事
を
続
け
て
き
た
と
思

う
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
一
九
六
六
年
三
月

の
第
一
回
か
ら
数
え
て
、
現
在
ま
で
二

十
一
年
間
、
五
十
二
回
に
及
ぶ
ア
ク
テ

ィ
ピ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
神

戸
を
中
心
と
し
た
地
域
音
楽
文
化
の
発

展
に
非
常
な
貢
献
を
続
け
て
き
た
の
で

あ
る
。具

体
的
に
い
う
と
主
と
し
て
新
進
演

奏
家
に
権
威
あ
る
発
表
の
場
を
提
供
し

そ
れ
も
な
る
べ
く
出
演
者
に
負
担
を
か

け
な
い
方
法
で
一
貫
し
て
き
た
。
そ
れ

自
体
が
音
楽
家
へ
の
大
き
な
ア
ク
テ
ィ

ピ
テ
ィ
だ
が
、
そ
の
収
益
金
を
社
会
福

小
石
忠
男

八
音
楽
評
論
家
Ｖ

☆
選
考
委
員

柴
田
仁

八
音
楽
評
論
家
Ｖ

出
谷
啓

八
音
楽
評
論
家
Ｖ

■
第
ｎ
回
井
植
文
化
賞

文
化
芸
術
部
門

地
域
音
楽
文
化
の
発
展
と

新
人
育
成
に
貢
献
し
た

神
戸
灘

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

、受賞者メモリアル
河口龍夫く現代美術＞
山田幸平く作家＞
横井和子くピアニスト＞
荒木高子く陶芸家＞
多田智満子く詩人＞
田原冨子くピアニスト＞
昇外義く画家＞
安水稔和く詩人＞
延原武春く指揮者＞
山沢栄子く写真家＞

4４

●
選
考
経
過

文
化
芸
術
部
門
は
、
今
回
は
音
楽
部

門
か
ら
の
選
考
と
な
る
。

ま
ず
個
人
の
候
補
と
し
て
は
、
声
楽

の
小
村
亮
三
、
坂
本
環
、
作
曲
の
大
前

哲
、
徳
永
秀
則
、
フ
ル
ー
ト
の
持
田

洋
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
北
山
隆
。
そ
し
て

団
体
で
は
明
石
市
民
オ
ペ
ラ
、
神
戸
中

央
合
唱
団
、
土
曜
会
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

選
考
の
内
容
は
過
去
３
１
４
年
の
活

動
や
将
来
性
と
い
う
点
か
ら
検
討
さ
れ

た
が
、
音
楽
部
門
の
範
ち
ゅ
う
と
し
て

音
楽
家
の
み
な
ら
ず
音
楽
活
動
を
支
え

る
人
に
目
を
向
け
て
も
、
と
い
う
方
向

が
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
候
補
に
あ
が

っ
た
の
が
毎
年
２
回
ア
ク
テ
イ
ピ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
て
い
る
神
戸
灘
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。
昭
和
型
年
か
ら
計

確
回
に
わ
た
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
一
石

五
烏
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ズ
音

楽
賞
を
設
け
、
新
人
音
楽
家
を
育
成
し

て
い
る
点
か
ら
も
、
今
回
は
神
戸
灘
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
決
定
し
た
。

●

●
◆
■
凸
●
●
Ｐ
Ｇ
Ｇ
《
一
皿
Ｍ
〉

●
可
Ⅱ
（
ｎ
虎
“
ｎ
禿
Ｕ
‐
列
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一
一
Ｆ
、
Ｕ
ハ
【
Ｕ
庁
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Ｈ
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松
本
治
潤

八
神
戸
大
学
工
学
部
長
Ｖ

真
鍋
正
志

八
神
戸
新
聞
論
説
委
員
Ｖ

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
抑
制

物
質
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
デ
ノ
シ
ン
の

脳
内
作
用
の
し
く
み
も
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
神
経
系
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
の
研
究
に
お
い
て
、
一
般
に
神
経

細
胞
は
低
（
無
）
酸
素
に
弱
い
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
説
を
く
つ
が
え
し
、
神
経

細
胞
そ
の
も
の
は
低
酸
素
に
し
て
も
、

グ
ル
コ
ー
ス
を
供
給
し
て
低
温
度
を
保

て
ば
、
き
わ
め
て
長
時
間
生
存
で
き
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
最
近
大
き
な
話

題
と
な
っ
て
い
る
脳
死
判
定
の
問
題
に

も
一
石
を
投
じ
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本

年
八
月
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
行
わ
れ
る
世
界

神
経
科
学
学
会
で
岡
田
教
授
は
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
招
待
講
演
者
に
選
ば
れ
、
そ

の
ほ
か
多
く
の
学
会
活
動
を
通
じ
て
、

国
際
的
に
そ
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。

八
溝
井
泰
彦
Ｖ

現
在
、
脳
の
科
学
（
プ
レ
イ
ン
サ
イ

エ
ン
ス
）
は
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
学

問
の
一
つ
で
あ
る
。
神
戸
大
学
医
学
部

生
理
学
講
座
の
岡
田
安
弘
教
授
は
長
年

に
わ
た
る
脳
科
学
の
研
究
で
高
い
評
価

を
得
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
戸

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
脳

研
究
所
で
神
経
生
理
学
、
ア
メ
リ
カ
の

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
神
経
生
化
学
、
西

ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
脳
研
究

所
で
神
経
解
剖
学
の
研
究
を
さ
れ
、
東

京
都
神
経
科
学
研
究
所
を
経
て
神
戸
大

学
に
移
ら
れ
、
総
合
的
な
面
か
ら
脳
機

能
の
研
究
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
と

く
に
、
脳
の
働
き
の
調
節
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
精
神
作
用
や
け
い
れ
ん

な
ど
に
対
し
て
抑
制
作
用
を
も
つ
抑
制

性
神
経
伝
達
物
質
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

（
ガ
ン
マ
ー
ア
ミ
ノ
酪
酸
）
の
脳
内
の

微
細
分
布
と
そ
の
機
能
を
明
ら
か
に
し

☆
選
考
委
員

水
野
進

八
神
戸
大
学
農
学
部
長
Ｖ

溝
井
泰
彦

八
神
戸
大
学
医
学
部
長
Ｖ

瞳
第
ｎ
回
井
植
文
化
賞

科
学
技
術
部
門

脳
機
能
の
生
理
学
的

解
明
を
評
価
し
て

岡
田
安
弘

4５

■
■
申
年
血
ｑ
ｐ
ｂ
■
《
Ⅱ
〉

亀
０
０
｛
〈
ソ
些
一
ｎ
式
〕
。
“
如
宝
戸
‐
【
Ｕ
（
ｈ
〕
”
’
０
（
ｘ
Ｕ
（
、
ｕ
》
一
『
Ⅱ
ユ

●
選
考
経
過

ま
ず
農
学
部
系
か
ら
候
補
に
あ
が
っ

た
の
は
、
神
戸
大
学
農
学
部
助
教
授
の

安
田
武
司
氏
で
未
利
用
資
源
の
食
糧
化

と
ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
一

分
野
で
あ
る
組
織
培
養
の
研
究
に
対
す

る
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

工
学
部
系
か
ら
は
、
同
大
学
工
学
部

の
二
助
教
授
、
日
本
の
知
識
情
報
処
理

の
ホ
ー
プ
で
あ
る
金
田
悠
紀
夫
氏
と
人

工
衛
星
に
よ
る
観
測
装
置
の
開
発
研
究

に
取
り
組
む
賀
谷
信
幸
氏
が
候
補
に
あ

が
っ
た
。

医
学
部
系
か
ら
は
昨
年
も
推
さ
れ
た

岡
田
安
弘
教
授
が
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
ｒ
ｌ
ア

ミ
ノ
酪
酸
）
研
究
を
評
価
さ
れ
候
補
に
。

科
学
技
術
部
門
に
於
て
医
。
工
・
農

の
異
な
る
三
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
者
と
そ
の
成
果
を
比
較
検
討
す
る
の

は
困
難
と
の
声
も
出
た
が
最
終
的
に
脳

の
抑
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
脳
死
に
及
ぶ

広
範
囲
の
生
理
学
的
解
明
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
岡
田
安
弘
氏
に
決
定
し
た
。

尚
、
来
年
か
ら
は
民
間
企
業
の
基
礎

研
究
者
も
候
補
の
対
象
に
入
れ
、
よ
り

開
か
れ
た
審
査
会
で
あ
る
為
に
も
企
業

側
か
ら
の
選
考
委
員
も
出
席
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

、
ノ
、
ノ
、
ノ

謹
華
ン
ン
ク
学
卜
ン

ン
ン
ン
．
社
究
学
し
態

》
》
》
鵜
学
瞬
》
》
瀧
撚

メ
く
く
く
／
、
ｒ
、
く
く
く
／
、
く

》
崎
酔
癖
州
儒
需
“
》
》
椿
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病
院
の
あ
る
北
区
有
野
台
で
あ
っ
た
。

木
下
さ
ん
は
こ
の
理
想
を
実
現
す
る
た

め
神
戸
の
地
に
飛
び
降
り
て
き
た
。

よ
う
や
く
二
階
建
二
十
五
坪
の
借
家

を
確
保
し
、
こ
れ
を
改
造
し
ヨ
リ
ャ

会
有
野
台
セ
ン
タ
ー
」
の
本
部
が
発
足

し
た
の
が
昭
和
五
十
四
年
一
月
で
あ
っ

た
。
十
一
月
に
は
高
齢
者
が
自
立
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
風
呂
、
階
段
、
台

所
、
手
摺
、
ベ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な

ど
設
備
の
改
造
を
し
て
二
名
の
入
居
者

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
翌
年
六
月
に
は

さ
ら
に
家
を
購
入
し
、
同
じ
く
改
造
し

て
一
一
名
を
受
け
入
れ
た
。
こ
う
し
て
順

次
家
を
求
め
て
現
在
は
六
軒
で
九
名
が

生
活
を
し
て
い
る
。

エ
リ
ヤ
会
の
特
徴
は
、
有
野
台
セ
ン

タ
ー
と
病
院
を
中
核
と
し
、
周
辺
の
一

般
住
宅
に
老
人
が
分
散
し
て
数
人
又
は

一
人
づ
つ
住
い
、
地
域
住
民
と
し
て
可

能
な
限
り
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
。

い
い
か
え
れ
ば
施
設
ケ
ア
と
在
宅
ケ
ア

を
統
合
し
た
も
の
で
全
く
新
し
い
地
域

分
散
型
ホ
ー
ム
で
、
二
十
一
世
紀
の
高

齢
者
福
祉
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
も
の

と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

エ
リ
ヤ
会
は
教
会
の
信
徒
を
中
心
に

発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在

は
地
域
と
の
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
、
民
生
委
員
な
ど
福
祉
団
体
の
理

解
も
得
ら
れ
る
ほ
ど
活
動
が
広
が
っ
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
は
ミ
ニ
特
養
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
、
路
問
看
護
事
業
へ
と
意

欲
を
も
っ
て
進
め
て
い
る
。
木
下
さ
ん

は
そ
の
推
進
役
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
八
野
上
文
夫
Ｖ

匡
第
ｎ
国
井
植
文
化
賞

社
会
福
祉
部
門

新
し
い
形
の
分
散
型
老
人

ホ
ー
ム
を
作
り
あ
げ
た

工
叩
リ
ア
会

（
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア
ド

バ
ン
ヂ
ス
ト
協
団
）

☆
選
考
委
員

服
部
正
津
田
一
元

八
松
陰
女
子
学
院
大
学
Ｖ
八
神
一
戸
新
聞
社
論
説
委
員
Ｖ

野
上
文
夫

〈
》
》
需
耀
跨
鑑
鍬
塞
続
陰
所
長
〉

木
下
淳
子
さ
ん
は
、
母
親
が
寝
た
き

り
に
な
り
、
や
む
な
く
教
職
を
捨
て
そ

の
介
護
に
五
年
間
専
念
し
た
。
こ
れ
が

老
人
福
祉
に
深
い
関
心
を
よ
せ
る
キ
ッ

カ
ヶ
と
な
り
、
以
後
自
ら
老
人
福
祉
の

実
践
活
動
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
教
会
は
、
信
徒
の

老
後
問
題
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

①
医
療
が
完
備
し
た
ホ
ー
ム
。
い
ざ
と

い
う
時
に
直
ち
に
医
者
に
か
か
れ
る
ホ

ー
ム
。
②
若
い
世
代
と
の
交
わ
り
が
保

て
る
ホ
ー
ム
。
即
ち
地
域
か
ら
隔
絶
さ

れ
な
い
ホ
ー
ム
。
③
年
を
と
っ
て
体
が

不
自
由
に
な
っ
て
も
、
常
に
何
か
の
お

役
に
た
ち
た
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
働
け

る
、
生
き
が
い
に
溢
れ
た
ホ
ー
ム
。
こ

の
三
点
が
信
徒
の
希
望
で
あ
っ
た
。

こ
の
願
い
を
実
現
す
る
地
と
し
て
選

ば
れ
た
の
が
、
神
戸
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト

●
選
考
経
過

候
補
と
し
て
次
の
団
体
が
あ
が
っ

た
。
高
齢
者
が
と
も
に
地
域
で
自
立

で
き
る
よ
う
、
分
散
型
老
人
ホ
ー
ム

と
い
う
新
し
い
形
式
を
生
み
だ
し
た

「
エ
リ
ア
会
」
（
セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア

ド
バ
ン
チ
ス
ト
教
団
・
代
表
高
木
謙

三
氏
）
、
長
年
に
亘
っ
て
地
道
な
活

動
を
続
け
て
き
た
「
誕
生
日
あ
り
が

と
う
運
動
」
。
「
神
戸
ラ
イ
フ
ケ
ア

協
」
、
市
民
福
祉
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
「
老
人
給
食
会
」
。
超
年
間
に
亘

っ
て
活
動
を
続
け
て
き
た
「
兵
庫
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」
。
後
天
性
難
聴

者
の
た
め
の
要
約
筆
記
や
、
邦
画
の

字
幕
を
作
っ
た
「
Ｏ
Ｈ
Ｐ
こ
う
べ
」
。

「
老
人
看
護
グ
ル
ー
プ
オ
ー
ロ
ラ
」

１
４６
１
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の
か
、
と
思
案
し
て
い
る
。

協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
市
内
で
百
人
余

り
だ
が
、
な
に
し
ろ
一
般
の
難
聴
者
は

数
千
人
に
も
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
代
表
の
梶
原
十
三
さ
ん
夫

妻
ら
が
、
邦
画
に
手
を
染
め
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
五
十
七
年
に
神
戸

市
が
開
催
し
た
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

に
参
加
、
中
途
失
聴
者
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
確
立
の
た
め
、
彼
ら
が
集

ま
る
会
合
で
オ
ー
バ
ー
・
ヘ
ッ
ド
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
要
約
筆
記
の

通
訳
活
動
を
始
め
た
か
ら
だ
。

翌
年
、
十
五
人
で
グ
ル
ー
プ
を
結
成

自
宅
に
事
務
所
を
開
設
し
た
。
市
難
聴

者
協
会
の
役
員
会
、
例
会
、
市
身
体
障

害
者
連
合
会
、
全
国
難
聴
者
協
会
連
合

会
な
ど
の
行
事
に
参
加
す
る
。
個
人
的

活
動
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

梶
原
さ
ん
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
馬

車
馬
の
よ
う
に
元
気
で
働
け
た
お
か
げ

で
家
に
余
裕
が
で
き
た
恩
返
し
に
と

当
動
機
を
語
る
。
協
力
者
も
次
第
に

増
え
会
員
の
大
半
は
主
婦
、
Ｏ
Ｌ
、
学

生
、
定
年
退
職
者
も
い
る
。

教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
、
そ
の

労
は
い
と
わ
な
い
が
、
悩
み
の
種
は
Ｏ

Ｈ
Ｐ
用
ロ
ー
ル
フ
イ
ル
ム
な
ど
実
習
、

練
習
の
た
め
の
消
も
う
品
が
グ
ル
ー
プ

の
負
担
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
。
公
的

負
担
は
い
っ
さ
い
な
い
。

そ
れ
で
も
休
日
返
上
で
飛
び
回
る
。

全
国
各
地
に
同
じ
志
の
仲
間
が
増
え

た
。
十
月
に
は
神
戸
で
全
国
要
約
筆
記

者
大
会
が
あ
る
。
八
津
田
元
Ｖ

「
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
」
に
涙
を
流

し
、
「
南
極
物
語
」
に
感
動
し
、
「
寅
さ

ん
シ
リ
ー
ズ
」
に
笑
い
こ
ろ
げ
る
。

中
途
失
聴
、
難
聴
者
が
健
常
者
と
変

わ
ら
ぬ
邦
画
観
賞
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
要
点
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
グ
ル
ー
プ
「
Ｏ
Ｈ
Ｐ
こ
う
べ
」
会
員

二
十
八
人
の
活
動
に
よ
る
。

全
国
で
も
珍
し
い
字
幕
ス
ー
パ
ー
つ

き
邦
画
づ
く
り
は
、
神
戸
市
難
聴
者
協

会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
音
声
の
聞
こ
え

な
い
者
は
、
字
幕
の
あ
る
洋
画
し
か
楽

し
め
ず
、
な
ん
と
か
邦
画
の
映
写
会
を

開
い
て
く
れ
な
い
か
、
と
の
要
望
か
ら

だ
っ
た
。

ほ
か
に
「
天
然
ガ
ス
」
の
Ｐ
Ｒ
映
画

「
聴
覚
障
害
児
」
の
記
録
映
画
も
手
が

け
て
い
る
。
か
れ
こ
れ
一
一
年
に
な
る
が

グ
ル
ー
プ
は
い
ま
、
大
阪
、
京
都
と
同

じ
よ
う
に
映
画
館
で
上
映
で
き
な
い
も

１
４７
１

要
約
筆
記
を
続
け
る

Ｏ
Ｈ
ｎ
ｒ
こ
う
べ

（
オ
ー
バ
ー
・
ヘ
ッ
ド
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
こ
う
べ
）

★
選
考
委
員
服
部
正
津
田
一
元

八
松
陰
女
子
学
院
大
学
Ｖ
八
神
戸
新
聞
論
説
委
員
Ｖ

野
上
文
夫

〈
》
華
需
趣
跨
需
錐
麹
塞
陰
所
長
〉

（
尼
崎
市
）
は
、
帥
才
以
上
の
老
人

が
、
市
内
の
他
の
老
人
の
看
護
を
す

る
。
訂
年
間
活
動
を
続
け
て
き
た
、

老
人
の
野
外
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
「
あ
お
ぞ
ら
グ
ル
ー
プ
」
等
が
候

補
に
上
が
っ
た
が
、
大
変
ユ
ニ
ー
ク

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
手
で
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
「
Ｏ
Ｈ
Ｐ
こ
う
べ
」

と
、
老
人
ホ
ー
ム
の
新
し
い
形
態
を

生
み
だ
し
た
「
エ
リ
ア
会
」
に
決
定

し
た
。

ン
サ
ラ
浴
ｊ

ボ
入
会

ルリ
ｊ
識
蝿
奉

ア粍
郎
子
会
子
男
学
子
部
施
郎
繁

峰
四
延
諏
幸
繁
誌
河
寛
諒
寒
華
博

霊
癖
岬
群
舞
識
獅
河
粗
榊
毛
鱗
唯

．
．
．
．
．
．
．
．
・
０

１
２
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８
９
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■
第
ｎ
回
井
植
文
化
賞

地
域
活
動
部
門

全
国
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の

草
分
け
と
し
て
訓
周
年

神
一
戸
新
聞

文
化
セ
ン
タ
ー

☆
選
考
委
員

一
谷
定
之
蛎
今
井
仙
一
二

認
篭
雲
瀧
瀞
〈
難
謹
篭
治
〉

八
前
神
戸
新
聞
監
査
役
Ｖ

鈴
蘭
台
な
ど
に
支
部
あ
り
。
全
部
合
わ

せ
る
と
、
四
百
を
超
え
る
講
座
が
あ

る
。
教
室
で
の
講
座
だ
け
で
な
く
、
異

動
講
座
や
サ
ロ
ン
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ

ス
、
水
泳
、
乗
馬
な
ど
、
野
外
の
教

室
、
歴
史
、
文
学
、
味
覚
な
ど
の
特
別

講
座
あ
り
。

年
間
事
業
は
千
五
百
に
及
ぶ
。
会
員

は
、
二
歳
か
ら
八
十
歳
ま
で
。
延
べ
八

万
三
千
人
。

最
近
は
、
外
人
の
会
員
が
目
立
っ
て

き
た
の
も
神
戸
ら
し
い
。

ま
た
、
海
外
に
文
化
使
節
団
を
派
遣

し
て
い
る
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ

だ
け
だ
ろ
う
。
五
十
八
年
に
米
国
、
六

十
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣

し
、
文
化
交
流
、
友
好
親
善
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
三
十
周
年
を
機
会
に

い
っ
そ
う
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

八
長
島
晴
雄
Ｖ

⑮受焚者メモリアル
城1 時郡日高町
明石市民のコミュニティ
活動
一宮町文化協会
尼崎郷土史研究会
尻池南部地区自治連合協
議会
月刊神戸っ子
明延ふるさとづくりの会
ＫＩＣＳ
丸山地区住民自治協議会
アンドレ。ブリューネ

●
選
考
経
過

地
域
活
動
と
言
っ
て
も
、
そ
の
内
容

は
様
々
で
あ
る
。
警
察
が
地
域
社
会
の

た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
を
、
職
務
と
い

う
観
点
か
ら
で
は
な
く
評
価
す
れ
ば
、

兵
庫
県
警
山
口
組
特
別
集
中
取
締
本
部

の
市
民
へ
の
貢
献
度
は
、
充
分
に
評
価

に
価
す
る
だ
ろ
う
。

公
害
病
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
又
、

地
域
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ

た
尼
崎
市
医
師
会
も
候
補
に
挙
げ
ら
れ

た
。
個
人
で
は
、
神
戸
市
内
の
婦
人
会

な
ど
で
民
踊
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る

黒
石
紫
月
氏
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
特
に
目
を
引
い
た

の
が
社
団
法
人
神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ

ー
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
。
全
国
の
文
化
セ
ン
タ

ー
の
草
分
け
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今

年
満
釦
周
年
を
迎
え
た
。
一
般
的
な
教

養
・
実
用
講
座
の
み
な
ら
ず
、
４
年
前

か
ら
は
海
外
へ
の
文
化
使
節
団
派
遣
の

実
施
、
全
国
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
先
駆

者
と
し
て
、
今
な
お
新
し
い
試
み
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
満

場
一
致
で
受
賞
が
決
定
し
た
。

町
を
歩
け
ば
文
化
セ
ン
タ
ー
に
ぶ
つ

か
る
。
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

公
営
、
民
営
数
あ
る
中
で
、
神
戸
新
聞

文
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
全
国

で
も
も
っ
と
も
早
い
。
文
化
セ
ン
タ
ー

の
草
分
け
で
あ
る
。

発
足
し
た
の
が
、
昭
和
三
十
一
一
年
十

月
一
日
だ
か
ら
、
こ
と
し
で
ち
ょ
う
ど

三
十
周
年
に
な
る
。
「
地
域
社
会
の
発

展
と
福
祉
の
向
上
に
つ
く
す
」
こ
と
を

社
是
と
す
る
神
戸
新
聞
社
が
、
地
元
の

地
域
社
会
へ
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
と
し
て

始
め
た
も
の
。

全
国
か
ら
多
く
の
地
方
紙
が
見
学
に

き
て
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
文
化
セ
ン
タ

ー
を
始
め
た
。
あ
と
か
ら
で
き
た
も
の

が
、
み
な
株
式
会
社
で
あ
る
の
に
対

し
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
が
社
団
法
人
で
あ
る
の
も

珍
ら
し
い
。

神
戸
本
部
の
ほ
か
に
、
姫
路
、
明
舞
、

宮
司
Ⅱ
４
（
叩
″
“
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■
第
皿
回
井
植
文
化
賞

報
道
出
版
部
門

小
児
医
療
の
〃
闇
の
谷
〃

に
鋭
い
メ
ス
・

『
パ
ル
モ
ア

病
院
日
記
』

中
平
邦
彦
（
新
潮
社
刊
）

★
選
考
委
員

山
崎
進
稲
継
文
彦

〈
唾
諺
鍔
関
西
㈱
代
表
〉
八
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
Ｖ

崎
山
昌
広

八
神
戸
新
聞
論
説
委
員
長
Ｖ

映
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
見
た
人
は
、

き
っ
と
人
間
の
誕
生
の
難
し
さ
、
母
と

子
の
き
ず
な
の
大
事
さ
を
改
め
て
思
い

知
っ
た
に
違
い
な
い
。

著
者
は
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
パ
ル
モ

ア
の
こ
と
を
知
り
、
三
年
が
か
り
で
取

材
を
重
ね
た
と
い
う
。
新
聞
記
者
で
あ

る
著
者
は
、
日
々
誕
生
す
る
小
さ
な
命

の
大
い
な
る
ド
ラ
マ
を
描
く
こ
と
を
通

し
て
、
医
療
の
あ
り
方
や
女
性
の
生
き

方
に
ま
で
問
い
か
け
の
目
を
向
け
る
。

「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、
著
者
は
特

に
働
く
女
性
の
出
産
、
育
児
に
つ
い
て

言
及
し
、
妊
娠
や
出
産
に
か
か
わ
る
異

常
が
予
想
以
上
に
高
い
事
実
を
報
告
。

母
と
子
が
本
当
に
密
着
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
妊
娠
、
出
産
、
新
生
児
期
、
乳

児
期
の
大
切
さ
を
、
も
っ
と
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
仕
事
な
ら
ば
、
錯
誤
を

重
ね
て
何
度
で
も
軌
道
修
正
す
る
こ
と

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
産
前
産
後
が
大

事
な
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
医

学
の
世
界
で
は
産
科
と
小
児
科
と
い
っ

た
タ
テ
割
領
域
に
妨
げ
ら
れ
て
、
一
番

大
事
な
は
ず
の
周
産
期
の
医
療
が
長
年

見
捨
て
ら
れ
て
き
た
と
い
う
怖
る
べ
き

事
実
を
、
こ
の
本
で
初
め
て
知
っ
た
。

〃
闇
（
や
み
）
の
谷
″
と
も
呼
ば
れ

た
周
産
期
医
療
の
大
切
さ
に
着
目
、
三

十
余
年
間
、
母
と
子
に
温
か
い
目
を
注

ぎ
続
け
て
き
た
の
が
、
神
戸
・
パ
ル
モ

ア
病
院
の
三
宅
廉
院
長
で
あ
る
。

副
題
に
「
三
宅
廉
と
二
万
人
の
赤
ん

坊
た
ち
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
は

周
産
期
医
療
に
一
生
を
か
け
た
老
医
師

と
、
パ
ル
モ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
守
ら
れ

て
健
や
か
に
育
っ
た
多
く
の
子
供
た
ち

と
母
と
親
た
ち
の
、
愛
の
記
録
だ
。
こ

の
本
を
読
ん
だ
人
や
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
昨
年
十
一
月
に
制
作
・
放

●
選
考
経
過

軽
薄
短
小
時
代
を
背
景
に
瞬
間
的

に
話
題
を
さ
ら
う
だ
け
の
作
品
が
多

い
中
で
、
「
地
道
な
活
動
の
結
実
を
」

と
い
う
方
向
で
選
考
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
出
版
で
候
補
に
の
ぼ
っ
た
の

は
本
橋
文
平
氏
の
『
但
馬
の
夜
明
け
』

（
健
友
館
刊
）
。
過
去
に
も
郷
土
史
の

受
賞
は
多
か
っ
た
が
、
同
作
も
但
馬

の
近
代
史
の
中
で
革
命
に
生
き
た
青

年
た
ち
を
描
い
た
労
作
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
中
平
邦
彦
氏
の
『
パ

ル
モ
ア
病
院
日
記
」
（
新
潮
社
刊
）
・
医

師
三
宅
廉
と
彼
の
創
っ
た
パ
ル
モ
ア

シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
現
代
小
児
医
療

の
暗
部
に
メ
ス
を
入
れ
た
同
作
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
活
字

と
放
送
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

蕊

１
４９
１

が
出
来
る
。
が
、
・
子
育
て
の
錯
誤
は
と

り
返
し
が
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
女
性
だ
け
で
な

く
、
男
性
も
同
じ
責
任
で
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
ｌ
と
警
告
し
て
い
る
。

著
者
は
、
自
ら
「
子
育
て
無
経
験
の

者
が
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
と
り
組

む
こ
と
に
い
さ
さ
か
の
た
め
ら
い
は
あ

っ
た
…
…
」
と
謙
そ
ん
し
て
い
る
が
、

そ
の
取
材
の
綿
密
さ
や
視
点
の
確
か
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り
生
き
と
し
生
け

る
者
へ
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
が
活
字
の

裏
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
見
え
る
。
本

は
す
で
に
十
数
版
を
重
ね
た
と
い
う
。

八
山
崎
進
Ｖ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



核
問
題
を
す
ぐ
れ
た
構
成
と
適
切
な
キ

ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
平
易
で
身
近

か
な
ト
ー
ク
番
組
と
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
番
組
の
基
本
的
な
特

徴
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

ふ
さ
わ
し
い
ゲ
ス
ト
を
よ
び
、
ホ
ス
ト

役
の
西
条
遊
児
・
笑
児
の
二
人
が
、
ソ

フ
ト
な
親
し
み
易
い
語
り
口
で
じ
っ
く

り
と
話
を
ひ
き
出
す
。
時
間
が
た
つ
募

り
あ
る
の
で
ゲ
ス
ト
も
か
み
く
だ
い
て

十
分
に
話
を
展
開
で
き
る
。
構
成
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
う
え
、
遊
児
。
笑
児

の
司
会
ぶ
り
が
さ
わ
や
か
で
、
時
間
の

長
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

情
報
量
の
多
い
ワ
イ
ド
番
組
も
ラ
ジ

オ
の
特
性
を
生
か
し
た
も
の
だ
が
、
こ

の
番
組
の
時
間
帯
の
主
な
視
聴
者
で
あ

る
主
婦
の
間
に
は
、
最
近
、
放
送
に
知

識
の
提
供
を
求
め
る
傾
向
が
強
く
な
っ

9 .

10.

年
。
’
《
域
〕

て
い
る
。
断
片
的
流
動
的
な
情
報
の
数

々
と
は
別
に
、
今
日
的
な
問
題
や
話
題

の
よ
り
く
わ
し
い
知
識
、
人
間
と
し
て

の
知
的
欲
求
に
応
え
る
知
識
ｌ
そ
う

し
た
見
応
え
、
聞
き
応
え
の
あ
る
番
組

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
ス
タ
ジ
オ
Ｔ

Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
は
ま
さ
に
こ
の
要
請
に
応

え
て
い
る
数
少
な
い
番
組
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
八
年
に
お
よ
ぶ
つ
み
あ
げ
は
井

植
文
化
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
功
績
と
し
て

推
選
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

八
稲
継
文
彦
Ｖ

■
第
ｎ
回
井
植
文
化
賞

報
道
出
版
部
門

す
ぐ
れ
た
構
成
と
司
会
で

聴
取
者
の
要
請
に
応
え
た

ス
タ
ジ
オ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
Ａ

ホ
ッ
ト
に
語
ろ
う
／

ラ
ジ
オ
関
西
制
作
ス
タ
ッ
フ

★
選
考
委
員

山
崎
進
稲
継
．
文
彦

〈
羅
羅
鍔
関
西
㈱
代
表
〉
八
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
Ｖ

崎
山
畠
広

八
神
戸
新
聞
論
説
委
員
長
Ｖ

１
５０
１

■
●
■
●
ｅ

で
６
－
，
〆
】
向
く
〕
貝
〕
《
。

最
近
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
は
、
情
報

番
組
が
全
盛
で
あ
る
。
テ
ン
ポ
ア
ッ
プ

し
た
時
代
の
要
請
も
あ
っ
て
か
話
題
転

換
の
早
い
番
組
づ
く
り
が
目
だ
つ
。
と

く
に
朝
の
ワ
イ
ド
番
組
に
そ
の
傾
向
が

強
い
。
こ
う
い
う
中
で
、
ラ
ジ
オ
関
西

の
「
ス
タ
ジ
オ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ホ
ッ
ト
に

語
ろ
う
／
、
」
は
、
毎
朝
（
月
ｌ
金
加
：

妬
ｌ
ｕ
・
・
釦
）
二
人
の
ホ
ス
ト
が
一
人

の
ゲ
ス
ト
と
一
時
間
十
五
分
に
わ
た
っ

て
じ
っ
く
り
と
語
り
合
う
ユ
ニ
ー
ク
な

ト
ー
ク
番
組
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
以
来
生
放
送
で
送
り

つ
づ
け
て
八
年
、
ゲ
ス
ト
は
延
べ
二
千

人
を
越
え
た
と
い
う
。
こ
の
間
、
「
ジ

ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
は
な
ぜ
死
ん
だ
か
」

の
著
者
。
広
瀬
隆
氏
を
招
い
た
五
十
九

年
十
一
月
九
日
放
送
の
「
核
の
時
代
に

人
間
は
」
が
放
送
批
評
懇
談
会
の
ギ
ャ

ラ
ク
シ
ー
賞
選
奨
を
受
け
た
。
難
解
な

、受賞者メモリアル
「あなたの愛の手を」
神戸空襲を記録する会
落合重信４、春木一夫
「兵庫探検」「兵庫史を歩く」
日本経済新聞社神戸支社、神戸の
中堅1 5 0社”
神戸新聞淡路総局「淡路祭事記」
ラジオ関西日中友好番組
「神戸からこんにちわ」
「天津からこんにちわ」
神栄赴郷「峰相記」
「私たちの昭和史」

的
効
果
も
話
題
性
が
あ
る
。

一
方
放
送
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
オ

関
西
の
ト
ー
ク
番
組
『
ス
タ
ジ
オ
Ｔ

Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ホ
ッ
ト
に
語
ろ
う
ノ
．
』
が

挙
が
っ
た
。
毎
回
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
今
年
で
８
年
目
に
入
る
同
番

組
は
、
昨
今
の
ト
ー
ク
番
組
ブ
ー
ム

の
火
付
け
役
と
し
て
も
評
価
が
高

い
。以

上
の
う
ち
選
考
の
結
果
後
２
者

が
残
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
甲
乙
つ
け

難
く
、
出
版
と
放
送
で
性
格
も
異
な

る
こ
と
か
ら
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
っ
た
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長
島
隆

八
神
戸
地
下
街
㈱
副
社
長
Ｖ

宇
都
宮
浩

八
兵
庫
県
国
際
交
流
課
長
Ｖ

千
冊
に
及
ぶ
図
書
室
長
と
し
て
日
独
文

化
の
交
流
に
努
め
ら
れ
た
。

ド
イ
ツ
語
と
ド
イ
ツ
文
化
の
普
及
と

い
え
ば
、
先
生
は
昭
和
四
年
京
都
帝
大

文
学
部
卒
業
後
直
ち
に
神
戸
経
済
大
学

講
師
に
ご
就
任
以
来
、
今
日
ま
で
五
十

八
年
間
に
亘
っ
て
神
戸
大
学
、
甲
南
大

学
、
神
戸
女
学
院
大
学
な
ど
を
中
心
に

多
数
の
学
生
を
教
育
し
て
こ
ら
れ
た
。

人
間
を
愛
し
、
人
間
を
育
て
る
こ
と
に

情
熱
を
捧
げ
て
こ
ら
れ
た
加
藤
一
郎
先

生
は
、
そ
の
周
り
に
先
生
を
慕
う
厚
い

人
脈
を
形
成
さ
れ
、
そ
の
総
べ
て
の
人

達
を
い
つ
の
間
に
か
日
独
交
流
の
輪
の

中
に
抱
き
こ
ん
で
お
ら
れ
る
。
井
植
文

化
賞
に
こ
の
た
び
新
し
く
国
際
交
流
部

門
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
最
初
の
受
賞
者

に
先
生
を
推
薦
で
き
る
こ
と
は
国
際
都

市
神
戸
の
誇
り
で
も
あ
る
。

八
新
野
幸
次
郎
Ｖ

☆
選
考
委
員

新
野
幸
次
郎

八
神
戸
大
学
学
長
Ｖ

小
笠
原
暁

八
芦
屋
大
学
教
授
Ｖ

■
第
ｎ
回
井
植
文
化
賞

国
際
交
流
部
門

ド
イ
ツ
語
の
普
及
、
日
独

文
化
の
交
流
に
尽
く
し
た

加
藤
一
郎

１
５１
１

加
藤
一
郎
先
生
は
、
神
戸
日
独
協
会

が
昭
和
二
十
九
年
に
創
設
さ
れ
て
以

来
、
当
時
の
市
長
原
口
忠
次
郎
会
長
の

下
に
副
会
長
に
就
任
、
爾
来
副
会
長
二

十
年
、
そ
の
あ
と
昨
年
ま
で
十
年
間
会

長
、
昨
年
九
月
以
降
は
名
誉
会
長
と
し

て
一
筋
に
日
独
交
流
に
尽
し
て
こ
ら
れ

た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
神
戸
日
独
協
会
は

現
在
、
会
員
約
四
百
名
に
も
な
り
、
活

発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
だ
け
な
ら
昭
和
五

十
年
五
月
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
か
ら

「
第
一
級
功
労
十
字
章
」
を
受
賞
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
い
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
加
藤
先
生
は
こ
の
間
三
十
年

間
に
亘
っ
て
協
会
で
ド
イ
ツ
語
講
座
を

開
講
さ
れ
、
実
に
多
数
の
市
民
に
ド
イ

ツ
語
と
ド
イ
ツ
文
化
を
教
え
て
こ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
先
生
は
協
会
創
立
以
来
、

ド
イ
ツ
図
書
室
の
充
実
に
努
め
ら
れ
五

●
選
考
経
過

こ
れ
ま
で
の
五
部
門
の
ほ
か
に
、
今

回
か
ら
新
た
に
「
国
際
交
流
部
門
」
が

設
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
候
補
が
挙
げ

ら
れ
た
。

地
域
に
住
む
諸
外
国
人
と
日
本
人
と

の
交
流
を
図
り
、
留
学
生
の
引
き
受
け

な
ど
国
際
的
友
情
を
深
め
た
神
戸
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ン

タ
ー
、
文
化
や
産
業
に
お
け
る
日
独
両

国
間
の
関
係
を
助
長
し
、
ド
イ
ツ
語
の

指
導
、
翻
訳
に
も
長
年
努
め
た
日
独
協

会
の
加
藤
一
郎
氏
、
日
本
人
と
中
国
人

と
の
交
流
に
尽
く
し
た
華
僑
総
会
名
誉

会
長
李
菖
之
氏
と
会
長
の
林
同
春
氏
。

同
じ
く
兵
庫
県
と
韓
国
が
姉
妹
提
携
し

た
際
の
韓
国
総
領
事
、
金
容
執
氏
と
韓

国
居
留
民
団
婦
人
会
長
、
権
柄
誌
さ
ん
。

彼
女
は
昨
年
自
叔
伝
「
風
と
コ
ス
モ
ス
」

を
発
刊
し
た
。

続
い
て
神
戸
大
学
医
学
研
究
交
流
セ

ン
タ
ー
が
。
外
国
人
の
医
学
論
文
博
士

の
制
度
を
確
立
し
、
外
国
人
の
間
で
は

「
ロ
ン
パ
ク
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ

た
。
最
後
に
、
一
昨
年
県
公
館
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
評
判
を
呼
ん
だ
汎
太

平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
今
秋
ま
た
、
汎
太

平
洋
地
域
、
途
上
国
と
の
技
術
と
学
術

交
流
に
つ
い
て
の
活
発
な
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
く
。
結
局
は
全
員
一
致
で

日
独
協
会
の
加
藤
一
郎
氏
に
。
釦
年
間

副
会
長
、
会
長
と
し
て
ド
イ
ツ
語
、
ド

イ
ツ
文
化
、
翻
訳
に
尽
力
し
た
点
が
評

価
さ
れ
た
。
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覗
駕

評
隅
課

寺

溺羅副癖堅：

に
随
分
前
か
ら
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
撮
り
に
来
た
り
も
し
ま
し
た

し
ね
。
今
度
の
映
画
で
も
、
未
来
に
行
っ
て
し
ま
う
話
で
す
か

ら
、
現
代
の
部
分
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
映
画
の
冒
頭
に
し
か

な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
、
一
つ
の
神
戸
の
街
の

想
い
を
撮
り
た
い
な
と
思
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
神
戸
の

街
に
設
定
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
と
久
坂
葉
子
が
好
き
で
、
一
度
映

画
に
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
僕
に
と
っ
て
の
尾
道

が
、
僕
と
い
う
〃
さ
び
し
ん
ぼ
う
″
少
年
が
住
む
街
で
あ
っ
た
わ

け
で
す
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
〃
さ
び
し
ん
ぼ
う
″
少
年
が
憧
が
れ

る
、
見
知
ら
ぬ
異
国
の
、
ベ
レ
ー
帽
の
似
合
う
少
女
が
住
む
街
と

い
う
と
神
戸
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
尾
道

が
半
ズ
ボ
ン
。
神
戸
が
ス
カ
ー
ト
と
い
う
感
じ
。
」

ｌ
監
督
の
作
品
か
ら
陸
何
と
な
く
神
戸
の
臭
い
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
。

「
僕
の
撮
っ
た
尾
道
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム

１
５３
１

え
る
街
と
い
う
の
が
大
好
き
で
し
て
ね
。
と
言
い
ま
す
の
は
海
と

い
う
も
の
は
、
海
の
向
こ
う
に
憧
が
れ
ま
す
よ
ね
。
異
国
の
物
語

に
憧
が
れ
る
と
言
お
う
か
、
遥
か
な
所
に
あ
る
自
分
の
想
い
に
あ

こ
が
れ
る
と
い
お
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
海
を
見
て
育
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
何
が
海
が
見
え
る
と
ホ
ッ
と
す
る
ん
で
す
よ
。
」

ｌ
監
督
は
、
神
戸
の
街
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。

「
尾
道
に
い
て
、
異
国
の
港
町
に
憧
が
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

つ
ま
り
、
そ
の
頃
は
マ
ル
セ
イ
ユ
で
あ
る
と
か
、
絵
本
の
中
に
あ

る
港
町
。
子
供
の
頃
見
た
、
絵
本
の
中
の
港
町
み
た
い
で
す
ね

え
、
神
戸
は
。
だ
か
ら
、
日
本
の
と
い
う
よ
り
も
、
何
か
物
語
の

中
に
あ
る
見
知
ら
ぬ
街
の
、
だ
け
ど
、
い
つ
か
絵
本
の
中
で
出
会

っ
た
こ
と
が
あ
る
港
町
と
い
う
感
じ
で
。
僕
に
と
っ
て
は
、
ま
さ

に
、
物
語
そ
の
も
の
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
本
当

雲
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義

鱗
蕊 台

人
に

虚
像
の
男
役
を
い
か
に
演
じ
る
か

植
田
ル
コ
（
朝
香
）
の
方
が
一
学
年

上
に
な
る
ん
だ
ね
。

朝
香
は
い
。
予
科
、
本
科
だ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
ネ
ッ
シ
ー
（
日
向
）
の
方

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
。

日
向
う
そ
だ
（
笑
）
。
同
じ
東
京
都

港
区
出
身
で
。

朝
香
東
京
タ
ワ
ー
を
は
さ
ん
で
、
私

が
芝
公
園
で
、
ネ
ッ
シ
ー
が
六
本
木
。

ほ
と
ん
ど
身
内
の
感
覚
で
、
舞
台
を
観

１
５４
１

よ
』
フ
な
男
役
と
か
す
ご
く
男
っ
ぽ
く

て
、
く
ず
れ
た
男
を
演
れ
る
男
役
。
春

日
野
八
千
代
、
葦
原
邦
子
、
小
夜
福
子

の
系
統
に
は
ま
ら
な
い
。
と
い
う
の

は
、
ま
だ
舞
台
で
自
分
の
持
っ
て
い
る

魅
力
が
、
自
分
の
中
で
わ
か
ら
な
い
。

ま
だ
模
索
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
か
ら

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味

の
も
ど
か
し
さ
、
何
故
も
っ
と
、
良
い

部
分
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
か
な
い

の
か
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
タ
イ
プ

は
麻
実
れ
い
な
ん
だ
け
ど
、
持
っ
て
い

る
も
の
が
全
然
違
う
。

日
向
自
分
が
感
じ
て
い
る
の
と
、
人

様
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
、
私
と
し
て

は
理
解
で
き
な
い
ぐ
ら
い
違
う
ん
で
す

ね
。
人
が
み
ん
な
口
を
揃
え
て
言
う
ん

だ
か
ら
、
あ
あ
、
そ
う
な
の
か
な
と
も

思
う
け
ど
違
う
ん
で
す
ね
。
外
見
と
中

味
が
合
っ
て
な
い
み
た
い
（
笑
）
。
で

も
自
分
と
違
っ
て
み
ら
れ
る
と
い
う
の

は
、
そ
っ
ち
の
可
能
性
も
あ
る
ん
だ
か

ら
、
両
方
で
き
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

も
思
い
ま
す
。

植
田
舞
台
は
虚
像
の
世
界
だ
か
ら
、

演
じ
て
い
る
姿
を
見
て
、
人
々
が
こ
の

人
の
イ
メ
ー
ジ
を
湧
か
せ
る
ん
だ
か
ら

私
生
活
と
ガ
ラ
ッ
と
か
わ
っ
て
い
い
。

ネ
ッ
シ
ー
の
場
合
、
ま
だ
持
っ
て
い
る

本
質
の
部
分
と
舞
台
が
一
緒
。
自
分
の

性
格
に
な
い
も
の
を
演
じ
る
楽
し
さ
が

ま
だ
わ
か
っ
て
な
い
気
が
す
る
。

日
向
す
ご
く
あ
た
っ
て
る
と
思
う
。

植
田
本
質
的
に
は
舞
台
人
に
は
向
か

、

進|f蕊 品
薄
掴

騨
☆
Ｏ
ｈ
／
タ
カ
ラ
ヅ
カ
対
談
☆

八
宝
塚
歌
劇
団
。
演
出
家
Ｖ

植
田
紳
爾
＆

曲￥

別
時
間
感
性
豊
か
な

蕊
蕊
蕊
灘

鮪

鐸
鱗
母
》

つを力。ぼく植でうへ日

剰安ぃ薮田鳶も筈向
くず性と年甘 ･ いそ

今の力のすべてを作品に注いできたね

に
行
っ
て
も
、
兄
弟
が
出
て
い
る
と
い

う
気
持
ち
で
観
て
し
ま
う
。

植
田
ル
コ
の
場
合
、
自
分
の
本
質
み

た
い
な
も
の
が
、
案
外
わ
か
っ
て
い
た

ん
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
が
わ
か

り
な
が
ら
、
な
か
な
か
実
力
が
つ
か
な

か
っ
た
か
ら
、
客
席
に
ア
ピ
ー
ル
し
な

か
っ
た
部
分
は
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
加
年

た
っ
て
土
壌
を
固
め
て
花
を
咲
か
せ
て

き
た
。
な
ん
て
言
え
ば
い
い
の
か
。
ネ

ッ
シ
ー
の
場
合
、
今
ま
で
に
あ
る
男
役

の
タ
イ
プ
に
は
あ
ま
り
入
ら
な
い
。

八
宝
塚
歌
劇
団
星
組
Ｖ

[坊2 Ｊ，

蕊蕊議蕊識鐙鍵識: . ：
海; 群』

日
向
薫
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な
い
（
笑
）
。
お
嬢
さ
ん
だ
も
の
。
男
を

演
じ
て
や
ろ
う
と
い
う
ふ
て
ぶ
て
し

さ
。
し
た
た
か
さ
が
な
い
。

日
向
一
番
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。植

田
ク
サ
ク
し
て
や
ろ
う
と
か
い
う

こ
と
が
、
自
分
の
中
で
は
思
っ
て
る
ん

だ
ろ
う
け
ど
、
本
質
的
に
常
識
人
だ
し

女
ら
し
い
か
ら
、
ま
だ
距
離
が
あ
る
。

鴬
騨
§

１
５５
１

識震誇塁蕊 霜

か
つ
た
ん
で
す
が
、
役
を
頂
か
な
い
と

わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
の
で
…
。

植
田
お
も
し
ろ
さ
が
出
て
き
た
き
っ

か
け
の
役
は
？

日
向
「
華
麗
な
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」

の
マ
ッ
ク
ス
。
一
番
、
私
自
身
に
近
か

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
伸
び
伸
び
や
れ
ま

し
た
か
ら
。

朝
香
私
は
「
愛
あ
れ
ば
命
は
永
遠

に
」
の
時
の
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
友
人
の

デ
ス
マ
ズ
。
通
し
た
役
で
頂
い
た
、
初

め
て
の
大
き
な
役
だ
っ
た
の
で
、
あ
の

時
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
自
分
の
中
で
動
い

た
、
と
い
う
感
じ
。

植
田
確
か
に
、
わ
か
っ
た
な
と
思
っ

た
ね
。
舞
台
人
と
い
う
の
は
努
力
し
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
成
果
の
一
番
い
い
時

に
そ
う
い
う
も
の
を
与
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
運
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
。
当
た
れ
ば
、
グ
ワ
ー
ッ
と
進
歩
す

る
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
た
ま
っ
て
い
て

も
、
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
し
ぼ
ん
で
し

ま
う
。
早
ず
ぎ
る
と
か
え
っ
て
わ
か
ら

な
く
も
な
る
し
。
舞
台
と
い
う
の
は
む

つ
か
し
い
し
、
怖
い
し
、
奥
の
深
い
も

の
で
す
。
二
人
が
今
、
ポ
イ
ン
ト
を
置

い
て
く
る
も
の
は
。

朝
香
そ
の
時
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す

け
ど
、
自
分
の
足
り
な
い
所
を
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ン
ス
。
日
本
舞
踊

か
ら
、
全
般
的
に
や
ろ
う
か
な
と
思
っ

て
ま
す
。
う
ま
い
と
思
え
る
と
こ
ろ
は

な
い
の
で
、
全
部
に
真
剣
で
す
け
ど
。

日
向
今
は
全
部
に
燃
え
て
い
る
。
素

いろんな色の役に挑戦していきたい（朝香）

てしノ生たあう男たて面身
鼻､ てンの。り意役時、も長一ビ頃下ま識とか入あ的
のいりは級しはいらつつな

メルヘンもやってみたい（日向）

けかしたなの識
でって。りはと
はたい勉ま強い
なわな強しくう

朝
香
身
長
が
あ
っ
た
の
で
、
し
ょ
う

が
な
か
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
で
も
低

か
っ
た
ら
、
二
人
と
も
娘
役
を
…

日
向
や
っ
て
る
。
ト
ッ
プ
娘
役
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
（
笑
話
負
け
な
い
わ
よ

れ
、
そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
に
い
る
娘
役
に

は
（
笑
）
。

朝
香
（
笑
）
ど
つ
ち
か
っ
て
い
っ
た
ら

娘
役
を
や
り
た
か
っ
た
方
で
す
け
ど
、

４
，
５
年

で
、
役
を

頂
く
よ
う

に
な
っ
て

役
を
作
っ

て
い
く
意
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日
向
そ
れ
が
怖
い
（
笑
）
。
言
わ
れ
な

け
れ
ば
言
わ
れ
な
い
ほ
ど
グ
サ
グ
サ
と

来
る
。
何
か
言
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
、

何
か
考
え
な
き
ゃ
と
か
、
自
分
で
あ
っ

ち
こ
つ
ち
探
っ
て
、
先
生
か
ら
「
そ
こ

違
う
」
の
一
言
で
も
発
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
自
分
で
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い

朝
香
暖
か
い
け
ど
厳
し
い
。

植
田
自
分
で
考
え
る
訓
練
が
大
事
だ

と
思
う
。
「
ベ
ル
バ
ラ
」
ま
で
は
、
宝

い
て
い
る
（
笑
）
。

朝
香
「
愛
あ
れ
ば
命
は
永
遠
に
」
「
夜

明
け
の
序
曲
」
「
海
鳴
り
に
も
の
の
ふ

の
詩
が
」
「
白
夜
わ
が
愛
」
「
風
と
共
に

去
り
い
」
だ
ん
だ
ん
年
代
が
下
が
っ
て

（
笑
）
。
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
バ
ラ
Ⅲ
」
の

東
京
公
演
、
と
先
生
の
作
品
に
は
た
く

さ
ん
出
て
い
る
ん
で
す
。

日
向
「
ベ
ル
バ
ラ
Ⅲ
」
が
初
舞
台
で

「
海
鳴
り
…
」
の
新
人
公
演
で
支
倉
常

晴
し
い
劇
場
の
あ
る
と
こ
ろ
に
い
る
ん

だ
か
ら
惜
し
み
な
く
、
フ
ル
回
転
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

植
田
僕
は
日
本
物
が
好
き
で
、
も
と

も
と
洋
物
を
書
く
つ
も
り
も
な
か
っ

た
。
尾
上
松
緑
さ
ん
と
僕
は
日
本
物
の

仕
事
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
た
の
が
、
長

谷
川
一
夫
さ
ん
が
宝
塚
で
演
出
を
さ
れ

る
時
に
違
う
路
線
を
と
い
う
こ
と
で
無

理
や
り
や
っ
た
洋
物
が
、
今
日
ま
で
続

１
５６
１

長
を
演
ら
し
て
い
た
だ
い
て
〃
や
っ
た

あ
″
と
思
っ
た
の
は
あ
れ
が
最
初
で
す

ね
。
あ
あ
い
う
役
が
好
き
な
ん
で
す
。

「
祝
い
ま
ん
だ
ら
」
の
ド
ラ
猫
ニ
ャ
ン

コ
と
か
「
我
が
愛
は
山
の
彼
方
」
の
地

方
公
演
の
チ
ャ
ム
ガ
も
印
象
的
で
し
た

し
「
レ
ビ
ュ
ー
交
響
楽
」
、
そ
し
て
今

回
の
「
別
離
の
肖
像
」
、
多
い
ん
で
す
。

朝
香
お
稽
古
の
時
先
生
は
何
も
お
っ

し
ゃ
ら
な
い
か
ら
…
。

今からが勝負／頑張ります

塚
の
卒
業
生
が
映
画
な
り
舞
台
を
や
る

と
必
ず
宝
塚
調
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ

も
悪
い
意
味
で
。
宝
塚
が
何
だ
、
と
い

う
の
は
見
る
方
の
主
観
だ
か
ら
構
わ
な

い
で
す
け
ど
、
宝
塚
だ
か
ら
許
し
て
や

ろ
う
、
と
い
う
見
方
を
さ
れ
る
と
一
番

腹
が
立
つ
。
他
の
舞
台
、
ジ
ャ
ン
ル
と

常
に
レ
ベ
ル
を
同
じ
に
し
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い
。
宝
塚
は
別
物
だ
と
い
う

演
劇
界
の
ム
ー
ド
を
取
り
払
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
た
か
ら
、
自
分
た
ち
で
考

え
る
形
に
し
て
い
っ
た
。
顔
を
み
れ
ば

ま
だ
探
っ
て
い
る
な
、
と
か
、
家
に
帰

っ
て
も
う
一
度
や
り
そ
う
だ
、
と
い
う

の
は
わ
か
り
ま
す
か
ら
。
そ
り
ゃ
、
す

ぐ
に
遊
び
に
行
き
た
そ
う
だ
な
、
と
い

う
の
は
操
ん
で
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
け

ど
ね
（
笑
）
。
僕
が
考
え
つ
か
な
か
っ
た

こ
と
を
や
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

生
活
が
違
う
か
ら
。
本
人
の
心
の
中
か

ら
湧
い
て
き
て
い
る
か
ら
、
そ
の
方
が

本
物
だ
し
、
見
る
方
の
心
を
打
つ
と
思

』
フ
。

二
人
と
も
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
頑
張

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
け

ど
、
役
を
与
え
ら
れ
て
か
ら
悩
む
の
で

は
な
く
、
舞
台
人
に
し
て
も
作
者
に
し

て
も
、
型
時
間
勉
強
で
す
か
ら
、
そ
う

い
う
心
構
え
で
見
れ
ば
す
べ
て
が
変
わ

っ
て
く
る
。
舞
台
は
一
人
で
は
出
来
な

い
ん
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
間
的
な
も

の
を
磨
い
て
、
も
う
一
度
心
構
え
を
自

分
で
決
め
て
や
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。

（
師
・
７
．
咽
・
力
ラ
ベ
ル
に
て
）
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第
２
回
目
の
峰
さ
を
理

づ
く
が
、
ハ
ン
ナ
に
は
意
中
の

篠
美
帆
）
が
パ
リ
時
代
の
恋
人

人
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

（
大
浦
み
ず
き
）
が
い
た
。
ハ

に
そ
っ
く
り
な
の
に
気
づ
き
近

S ＴＡＧＥと
な
る
、

ン
ナ
の
頼
み
を
聞
い
て
ロ
ベ
ー

て
い
た
良
き
時
代
の
ア
メ
リ
カ

の
ビ
ジ
ネ
ス
界
が
舞
台
。

活
気
と
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
大
会
社

●
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
し
た

巴
、
秋
篠
美
帆
の
ト
ッ
プ

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー

コ
ン
ビ
の
サ
ョ
ナ
ラ
公
演

剛屋ＳＳＡＧ属
ﾛ ℃Ｐ号 ｳ ﾛ ･ 鼻■

偽：f r O 施騨が
８
月
は
、
花
組
の
高
汐

ＴＡＫＡ園ＡＺｕＫＡ

秋篠美帆高汐
ナ書新巴, - 、ベ
ヘハ任、‐ノ高Ｉ
秋ン秘は汐ル

巴
の
少
壮

重
役
ロ

さを理

蕊
☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ロ
マ
ン
「
あ
の
日
蓄
葎

一
輪
」
賜
場
柴
田
佑
宏
作
・
演
出
モ
ン

パ
リ
帥
年
記
念
「
ザ
・
レ
ビ
ュ
ー
ス
コ
ー

プ
」
加
場
横
漂
英
雄
作
・
演
出
８
／
７

１
９
／
羽
宝
塚
大
劇
場
Ｓ
３
２
０
０
円

Ａ
２
２
０
０
円
Ｂ
１
４
０
０
円
Ｃ
８

０
０
円
（
水
晒
休
演
）

雪
組
で
続
演
さ
れ
る
〃
ザ
・
レ

ビ
ュ
ー
ス
コ
ー
プ
〃
・
レ
ビ
ュ
ー

安
を
感
じ
る
バ
ー
ナ
ー
ド
。
そ

ド
ラ
マ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

リ
誕
生
帥
年
を
記
念
し
て
花
．

が
現
れ
る
。
そ
の
話
を
聞
き
不

に
乗
っ
て
物
語
は
進
ん
で
い
く

し
て
…
デ
キ
シ
ー
調
の
ジ
ャ
ズ

バ
ー
ナ
ー
ド
が
勤
め
る
ホ
テ
ル

に
力
を
貸
す
が
、
パ
リ
時
代
の

ル
は
、
合
併
さ
れ
か
け
て
い
る

ロ
ベ
ー
ル
の
秘
密
を
探
る
人
間

崖
て
、
も
う

浦
１
本
は

大
モ
ン
パ そ

し

も
あ
り
ま
す
。

宝塚歌劇座席券セットのホテル
宝
塚
き
っ
て
の
歌
唱
力
と
、

エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ー
ナ
ー
峰
さ
を

理
の
魅
力
を
最
大
限
に
お
見
せ

し
ま
す
。
宝
塚
で
の
最
後
の
公

演
と
な
る
リ
サ
イ
タ
ル
、
お
見

逃
し
な
く
。

☆
君
国
傍
目
切
目
園
自
用
胃
Ｆ
固

正
塚
晴
彦
作
・
演
出
８
／
⑬
１
８
／
魂
パ

ウ
ホ
ー
ル
３
５
０
０
円

宙
人
が
シ
フ
レ
デ
ィ
と
い
う
男

の
身
を
借
り
る
。
言
葉
を
知
り

そ
の
言
葉
を
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
乗

せ
て
歌
う
こ
と
を
覚
え
、
人
々

の
心
を
ひ
と
に
し
た
ハ
ー
モ
ニ

ー
の
力
で
宇
宙
に
旅
立
っ
て
い

く
…
。

B ＯＷＨＡＬＬ

寵濯I=〕表『一〔スイロ 富
園
国
圏
胃
自
浄
因
、。

●
詞
『
国
隆
弓
あ

リ
サ
イ
タ
ル
。

地
球
に
不
時
着
し
た
宇

９
７
側
６
８
０
１
郵
便
振
替

Ｉ

｡ ご宿泊( 朝食付）お一様￥5 , 0 0 0
< 税・サービス料なし〉全圭バス・ＴＶ付

〆宝晦螺ハ

｡ 匡斎＝蒜＝唾］江議宜ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｰ ﾗ
冒 一〈Ｌ、

国１国壁,;に|j篭冒面国１国J型』卜,息
Ｕ２

国１国J型』卜,息
岬

武』qIIII

l ｣

峰

い
。
気
軽
に
お
寄
り
下
さ
い
。

』
Ｅ１頃ラ

Ｂ
会
員
／
六
カ
月
三
千
円
で

一 塚
市
栄
町
１
の
１
の
訂
密
０
７

宝
塚
友
の
会
サ
ロ
ン
〒
師
宝

毎
月
「
歌
劇
」
を
郵
送
。

葬結岸宝塚廼駅 参
加
、
座
席
予
約
な
ど
の
特
典

毎
月
「
宝
塚
だ
よ
り
」
を
郵
送

普
通
会
員
／
一
年
二
千
円
で

毎
月
「
宝
塚
グ
ラ
フ
」
を
郵
送

そ
の
他
、
友
の
会
行
事
へ
の

口
座
神
戸
９
１
１
３
２
８
６

Ａ
会
員
／
六
カ
月
三
千
円
で

あ
な
た
も
入
り
ま
せ
ん
か
。

ＮＥＷＳ

③
友
の
会
へ
の
お
誘
い

ン
に
は
宝
塚
の
情
報
が
い
つ
ぱ

る
宝
塚
の
舞
台
。
そ
の
レ

へ
の
架
け
橋
、
宝
塚
友
の
会
に

‘,,蕊
’α縦し

花
の
道
に
あ
る
友
の
会
サ
ロ

お
問
合
わ
せ
・
申
込
み
は

ﾚ ストラン

デ
ィ
ド
リ
ー
マ
ー
の
世
界

カブi/W朔
宝塚レデイースイン1 Ｆ

素
敵
な
夢
を
贈
り
続
け

欧風料理

〕３６‘-，
阪急宝塚南口駅、徒歩３分･ 阪急宝塚駅、徒歩５分
〒66 5宝塚市武庫川町４７－１壷07 9 7 ( 8 1 ) 0 0 0 1
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神
戸
で

オ
ペ
ラ
を
今
圃
‐
神
戸
秋
の
芸
術
祭
Ｖ

会
梅
田
正
己
一
議
芸
術
漉
会
一
小
林
慶
成
（
篭
議
会
一
浜
崎
加
代
子
一
理
鍬
Ｅ
禦
一

鍛
中
村
茂
隆
一
謬
謹
教
育
）
弓
倉
恒
男
一
謬
蕊
文
化
振
興
財
団
一

弓
倉
今
年
で
秋
の
芸
術
祭
も
７
回
目

を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
今
回
は
歌
劇

が
こ
の
期
間
中
に
４
つ
も
上
演
さ
れ

る
、
神
戸
で
は
か
つ
て
な
い
試
み
と
な

る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
今
日
は
、
抱
負

で
す
と
か
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
オ
ペ

ラ
の
見
通
し
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
オ
ペ
ラ
は
総
合
芸
術
で
あ
り
ま
す
。

神
戸
市
は
昭
和
妃
年
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

都
市
宣
言
を
い
た
し
ま
し
て
、
人
間
の

す
べ
て
を
含
む
よ
う
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
オ

ペ
ラ
は
非
常
に
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

梅
田
先
生
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

梅
田
３
カ
月
余
り
の
間
に
４
つ
の
オ

。
ヘ
ラ
を
上
演
す
る
こ
と
は
、
画
期
的
な

試
み
だ
け
に
、
大
変
だ
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
何
と
か
や
り
と
げ

て
、
神
戸
に
オ
ペ
ラ
の
根
が
生
え
ま
す

よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

小
林
２
番
目
に
「
魔
笛
」
を
上
演
す

る
わ
け
で
す
が
、
私
ど
も
は
、
７
回
目

を
迎
え
ま
す
〃
ニ
ッ
セ
イ
オ
ペ
ラ
教
室
″

の
う
ち
の
一
日
間
を
、
一
般
公
演
と
い

う
形
で
参
加
い
た
し
ま
す
。

弓
倉
ア
・
ラ
・
デ
イ
・
コ
ウ
ベ
さ
ん

の
場
合
は
自
主
公
演
で
す
ね
。

浜
崎
第
４
回
の
自
主
公
演
で
す
。
結

成
７
年
目
の
若
い
グ
ル
ー
プ
な
ん
で
す

が
、
私
た
ち
は
〃
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も

5８

●
こ
の
秋
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
発
／
、

判
る
オ
ペ
ラ
″
と
い
う
目
標
で
広
く
草

の
根
運
動
的
に
、
み
な
さ
ん
に
観
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

秋
の
芸
術
祭
で
林
光
先
生
の
新
作
〃
ス

カ
ー
ト
を
は
い
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル

ク
″
を
初
演
し
ま
す
。
平
均
年
齢
妬
歳

の
若
い
パ
ワ
ー
で
、
意
欲
的
に
取
組
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
演
出
を
東
京

の
黒
色
テ
ン
ト
の
方
に
お
願
い
し
ま
し

た
の
で
、
少
し
芝
居
っ
ぽ
い
も
の
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
村
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
を
受
け

持
つ
の
が
私
の
作
品
で
、
稲
年
に
大
阪

で
初
演
し
ま
し
た
一
人
オ
ペ
ラ
の
〃
信

太
妻
″
で
す
。
今
回
は
少
し
趣
向
を
こ

ら
し
ま
し
て
女
声
合
唱
と
バ
レ
エ
と
、

主
役
を
二
人
一
役
で
や
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
、
出
演
者
の
帥

％
が
兵
庫
県
在
住
者
と
い
う
構
成
で
公

演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

弓
倉
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
場
合
、
や
は
り

お
客
様
を
集
め
る
こ
と
に
、
み
な
さ
ん

苦
労
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
。

中
村
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
愛
好
者
と
い
う
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目 昭男

の
は
常
に
限
ら
れ
て
ま
す
か
ら
、
観
客

動
員
が
非
常
に
む
つ
か
し
い
わ
け
で
す

私
の
作
品
は
歌
舞
伎
が
題
材
で
す
か
ら

歌
舞
伎
が
オ
ペ
ラ
に
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
な
興
味
で
年
輩

の
方
が
観
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
殊
な

オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
だ
け
を
狙
っ
て
い
る
と

市
場
が
重
な
り
合
い
ま
す
か
ら
、
オ
ペ

ラ
を
観
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
う
い
う

題
材
だ
っ
た
ら
見
て
み
よ
う
、
と
い
う

層
を
、
神
戸
市
を
中
心
に
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

梅
田
観
せ
て
や
る
と
い
う
姿
勢
で
は

ダ
メ
で
す
ね
。
「
観
て
も
ら
い
た
い
」
、

そ
し
て
「
観
た
い
」
と
い
う
お
客
様
が

い
る
、
こ
う
い
う
オ
ペ
ラ
に
持
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
傾
向

で
、
聴
覚
と
視
覚
の
同
居
人
間
が
増
え

騨鍵鍵i 鱗灘
圏騨

蜜
蕊
譲
》
瀞

蕊,胃

梅田正己さん 浜崎加代子さん

耀
綴

脅
鋳
篭
驚
一

て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
舞
台

志
向
が
出
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
こ
こ
で
、
神
戸
に
オ
ペ
ラ
の

花
を
咲
か
せ
た
い
。

中
村
最
近
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
に

オ
ペ
ラ
の
曲
が
普
通
に
入
っ
て
き
て
い

る
わ
け
で
す
。
例
の
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
。

バ
ト
ル
の
来
日
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
は
売

り
切
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

ブ
ー
ム
の
お
客
さ
ん
が
、
今
後
の
オ
ペ

ラ
の
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
く
れ

る
か
、
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
。
オ
ペ

ラ
と
聞
い
て
二
の
足
を
踏
む
お
客
様

に
、
何
と
か
会
場
に
運
ん
で
い
た
だ
く

工
夫
が
必
要
で
す
ね
。

浜
崎
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
か
ら
む
つ
か
し

い
。
オ
ペ
ラ
だ
か
ら
わ
か
ら
な
い
と
い

鍵

弓倉恒雄さん

う
拒
絶
反
応
を
取
り
除
い
て
、
わ
た
し

で
も
わ
か
る
な
、
と
い
う
部
分
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
会
が
増
え
て
く
る
と
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
年
に
２
回

ぐ
ら
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
や

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
小
さ
い
コ

ン
サ
ー
ト
の
中
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
大

き
な
ホ
ー
ル
に
行
っ
た
ら
ど
ん
な
素
敵

な
オ
ペ
ラ
が
あ
る
か
な
、
と
い
う
気
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
で
劇
場
へ

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
広
く
目
に

触
れ
る
と
い
う
こ
と
、
早
く
に
知
っ
て

い
れ
ば
行
き
た
か
っ
た
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
の
方

法
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

中
村
り
っ
ぱ
な
オ
ペ
ラ
の
作
品
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
以
上
創

っ
て
も
仕
方
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

僕
自
身
思
う
ん
で
す
（
笑
）
。
た
だ
日
本

語
で
日
本
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
載
せ
て
歌

う
と
翻
訳
も
の
に
は
な
い
も
の
が
あ

る
。
こ
の
間
、
詩
人
の
方
の
詩
に
曲
を

つ
け
て
歌
う
会
を
や
っ
た
ん
で
す
が
、

霧

中村茂隆さん

１
５９
１

林慶成さん
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自
然
と
い
う
の
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
ん
で
す
。
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
系
統
の

も
の
は
ま
だ
ま
だ
異
和
感
が
あ
り
お
客

様
に
は
つ
ら
い
で
し
ょ
う
ね
。

梅
田
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
と
、
筋
が

わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
笑
い
が
出
て
こ

な
い
。
そ
こ
が
大
き
な
問
題
点
で
す

ね
。中

村
歌
う
た
め
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て

い
る
部
分
が
、
初
め
て
開
い
た
方
に
は

非
常
に
お
か
し
く
う
つ
る
。
普
通
に
歌

え
る
言
葉
を
、
わ
れ
わ
れ
が
も
っ
と
研

究
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

梅
田
神
戸
の
場
合
、
地
元
で
オ
ペ
ラ

が
あ
ま
り
創
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
す

か
ら
衣
裳
と
か
舞
台
の
面
で
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
オ
ペ

ラ
シ
リ
ー
ズ
を
機
会
に
盛
り
上
げ
て
地

元
の
芸
術
集
団
の
汗
、
臭
い
の
あ
る
オ

ペ
ラ
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
地
方

オ
ペ
ラ
と
し
て
、
東
京
の
も
の
、
海
外

も
の
に
対
抗
し
て
い
け
な
い
で
し
ょ

う
。
テ
レ
ビ
で
は
味
わ
え
な
い
生
の
良

さ
。
こ
う
い
う
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

弓
倉
か
つ
て
は
、
日
本
人
の
歌
手
で

は
歌
え
な
い
歌
曲
も
あ
っ
た
も
の
が
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
面
で
の
ハ
ン
デ
ィ
が
な

く
な
っ
て
き
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も

オ
ペ
ラ
は
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
お
り

ま
す
し
ね
。

梅
田
オ
ペ
ラ
の
マ
リ
ア
と
い
う
の
は

英
語
の
屋
缶
笥
冨
、
空
気
な
ん
で
す
ね
。

そ
し
て
オ
ペ
ラ
歌
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

は
肉
な
ん
で
す
ね
。
空
気
が
良
く
て
、

ス
テ
ー
キ
が
お
い
し
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
素
晴
ら
し
い
神
戸
は
、
オ
ペ
ラ
に

う
っ
て
つ
け
の
地
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。小

林
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
が
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
聞
く
セ
ン
ス
に
つ
な
が
り
ま

す
か
ら
ね
。

梅
田
労
音
時
代
と
い
う
の
は
、
国
際

ス
テ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
で
舞
台
を
作
っ
て

西
の
方
へ
持
っ
て
い
っ
た
歴
史
が
あ
る

ん
で
す
。
つ
ま
り
、
神
戸
は
西
の
オ
ペ

ラ
の
本
拠
で
あ
っ
た
。
東
の
帝
劇
、
西

の
来
楽
館
と
い
わ
れ
て
い
た
時
代
が
あ

っ
て
、
大
正
時
代
に
、
イ
タ
リ
ア
オ
ペ

ラ
が
上
演
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
で

す
か
ら
も
う
一
度
、
神
戸
に
オ
ペ
ラ
、

バ
レ
エ
、
演
劇
を
含
め
た
劇
場
が
欲
し

い
で
す
ね
。

小
林
シ
ー
ズ
ン
制
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
。
そ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
た
ら
オ

ペ
ラ
が
見
れ
る
、
と
い
う
形
で
定
着
し

て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。

中
村
大
阪
が
近
す
ぎ
る
た
め
に
、
な

か
な
か
育
た
な
か
っ
た
部
分
が
あ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト

と
も
に
ち
ょ
っ
と
頑
張
れ
ば
出
来
る
こ

と
で
す
か
ら
。

弓
倉
今
回
の
オ
ペ
ラ
の
試
み
が
成
功

し
て
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
オ
ペ
ラ
、

ひ
い
て
は
音
楽
の
愛
好
者
が
増
え
る
形

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
プ
ラ
ン
・
ド
ウ
・
プ
ラ
ン
に
て
）

１
６０
１

ま
ず
詩
人
の
方
が
、
音
が
つ
く
と
こ
ん

な
に
変
わ
る
の
か
と
驚
か
れ
る
。
オ
ペ

ラ
で
は
言
葉
が
音
に
な
る
。
そ
れ
が
バ

レ
エ
な
ど
の
素
材
が
入
っ
て
視
覚
的
に

な
っ
て
、
と
膨
ん
で
い
く
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し

い
な
、
と
思
い
ま
す
ね
。
い
ま
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
踊
り
、
演
出
、
芝
居
は

素
晴
し
い
が
、
歌
が
ヘ
タ
で
し
ょ
う

（
笑
）
。
逆
に
オ
ペ
ラ
は
、
歌
の
部
分
で

成
立
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
こ
へ

演
劇
的
要
素
が
キ
チ
ッ
と
出
来
上
が

る
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
私
は
オ
ペ
ラ
に
こ
だ

わ
ら
な
い
で
、
音
楽
を
加
味
し
た
、
歌

芝
居
と
い
う
か
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
含

め
て
、
ト
ー
タ
ル
な
表
現
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す

ね
。
神
戸
に
は
小
さ
な
ホ
ー
ル
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
剛
人
で
も
、
川

人
で
も
、
ピ
ア
ノ
一
台
が
あ
っ
た
ら
成

り
立
つ
舞
台
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
す
ね
。

浜
崎
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

ま
し
た
ピ
ア
ノ
一
台
と
箱
二
つ
が
あ
っ

た
ら
出
来
る
と
い
う
林
光
先
生
の
オ
ペ

ラ
の
場
合
、
オ
ペ
ラ
っ
て
、
こ
ん
な
身

近
な
も
の
で
出
来
る
か
っ
て
い
う
お
客

様
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
反
応
が
一
番
多
い

で
す
ね
。

小
林
訳
詩
の
問
題
が
あ
る
ん
で
す

が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
も
の
は
、
だ
い

ぶ
練
れ
て
き
て
日
本
人
が
歌
っ
て
も
不
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6１

第７回神戸秋の芸術祭一神戸でオペラを－

｢ フィガロの結婚」
1 0 月８日( 木) 1 8 時1 5 分

９日(金) 1 8 時1 5 分
神戸文化大ホール

Ｓ薯5 0 0 0 Ａ語4 0 0 0 Ｂ薯3 0 0 0
（ＡｏＢ券は当日座席引換）

総監督畑中良輔振付貞松融
指揮岩淵龍太郎制作梅田正巳
演出西津敬一

合唱フィガロ合唱団
チェンバロ小梶由美子
管弦楽神戸室内合奏団

｢ スカートをはいたジャンヌダルク」
1 1月１３日(金) 1 9時

１４日(土) 1 8時
神戸文化中ホール

￥3 0 0 0

台本。演出加藤直
作曲林光
制作 ＡＬＡＤＩＫＯＢＥ出演

｢ 魔笛」
1 1 月３日( 祭) 1 4 時
神戸文化大ホール

要3 0 0 0

指揮岡田司
演出鈴木敬介

合唱関西二期会
演奏京都市交響楽

｢ 信太妻」
1 2 月１日( 火) 1 9 時

２日( 水) 1 9 時
神戸文化中ホール

茎3 0 0 0

台本力､ たおかしろう
作曲中村茂隆
演出茂山千之丞
指揮斎田好男
演奏神戸フィルハーモニック

お問合せ神戸市民文化振興財団T E L O 7 8 - 3 3 2 - 3 3 2 0
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●
こ
の
秋
。
北
野
町
発

イ
ン
タ
ー
Ｉ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に

北
野
ミ
ュ
ー
ジ
カ
処
か
開
幕
す
る

劇
団
神
戸
主
宰
英
国
館
・
展
望
塔
の
家
館
長
㈱
ペ
ア
ー
ズ
取
締
役
社
長
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
ナ
ー

会
夏
目
俊
二
三
浦
明
定
菊
地
由
紘
若
山
晴
洋

談
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
北
野
ク
ラ
ブ
常
務
取
締
役
音
楽
家
関
西
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

座
佐
本
進
浅
木
隆
子
小
曽
根
実
松
永
幸
子

6２

も
お
り
ま
す
し
、
お
も
し
ろ
い
企
画
だ

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
さ
え
合
え
ば
う
ま

く
行
く
と
思
い
ま
す
ね
。

ブ
ラ
ウ
ン
私
は
西
宮
在
住
で
、
短
大

の
講
師
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
回

の
試
み
は
大
変
興
味
が
あ
り
単
に
外
国

人
と
日
本
人
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
す
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
も

外
国
人
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

興
味
深
い
。
国
際
化
と
い
う
事
も
随
分

言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
も
し
ロ
ン
グ
ラ

置
館
・
展
望
塔
の
家
館
長
味
ペ
ァ
ー
ズ
取
締
役
社
長
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
ォ
ー
ナ
ー
ス
テ
ィ
ー
画
フ
ン

三
浦
明
定
菊
地
由
紘
若
山
晴
洋
ブ
ラ
ウ
ン

北
野
ク
ラ
ブ
常
務
取
締
役
音
楽
家
関
西
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
司
会
・
本
誌
副
編
集
長

浅
木
隆
子
小
曽
根
実
松
永
幸
子
小
泉
美
喜
子

小
泉
陳
舜
臣
先
生
原
作
の
「
柊
の
館
」
そ
れ
で
松
永
さ
ん
に
ご
相
談
し
た
と

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
劇
こ
ろ
キ
ッ
ッ
（
キ
ン
キ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

団
神
戸
に
よ
っ
て
、
今
秋
北
野
ク
ラ
ブ
シ
ョ
ナ
ル
。
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ソ
サ

で
上
演
さ
れ
ま
す
。
今
日
は
夏
目
さ
ん
エ
テ
ィ
）
の
メ
ン
バ
ー
が
阪
神
間
に
多

と
北
野
界
隈
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
。
そ
う
だ
っ
た
ら

き
、
北
野
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
思
い
を
何
と
か
盛
り
上
が
っ
て
行
く
ん
じ
ゃ
な

語
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
か
。
今
日
は
さ
っ
そ
く
メ
ン
バ
ー
の

夏
目
「
柊
の
館
」
は
そ
も
そ
も
ミ
ス
一
人
、
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
に
も
来
て
頂

テ
リ
ー
で
、
戦
後
焼
け
残
っ
た
異
人
館
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

に
日
本
人
の
メ
イ
ド
と
し
て
住
み
こ
ん
松
永
私
共
の
編
集
長
が
イ
ギ
リ
ス
人

だ
女
性
の
一
生
を
描
い
た
も
の
な
ん
で
で
メ
ア
リ
ー
。
キ
ッ
ト
ソ
ン
と
い
う
ん

す
。
私
は
以
前
か
ら
、
せ
っ
か
く
神
戸
で
す
が
、
彼
女
も
キ
ッ
ッ
の
メ
ン
バ
ー

で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
す
る
な
ら
、
神
戸
で
し
て
。
キ
ッ
ッ
に
は
大
勢
メ
ン
バ
ー

韓 》鍵

聖
母
被
昇
天
学
院
女
子

短
期
大
学
講
師

北野ミュージカル「柊の館」
が上演される北野クラブ

を
素
材
に
し
た
も
の
で
神
戸
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
も
の
を
、
地
域
ぐ
る
み
で

や
り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
も
の

で
す
か
ら
〃
異
人
館
が
舞
台
″
と
い
う

の
は
ま
さ
に
ピ
ッ
タ
リ
な
ん
で
す
。
そ

し
て
俳
優
さ
ん
の
方
も
実
際
に
外
国
人

の
方
に
出
て
も
ら
わ
な
く
て
は
意
味
が

な
い
の
で
は
な
い
か
と
…
…
。
今
ま
で

私
達
は
よ
く
金
髪
の
か
つ
ら
を
か
ぶ
っ

た
り
も
し
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
様
に

な
ら
な
い
（
笑
）
。

露
佐本 進さん

夏目俊二さん
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錦露無も蕊
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蝿

鍵蕪

鴬

の
と
は
全
然
迫
力
が
違
う
か
ら
。

小
泉
今
回
の
こ
の
試
み
、
北
野
町
の

商
業
者
の
目
か
ら
見
て
は
い
か
が
で
す

か
。三

浦
文
化
の
中
で
も
、
お
芝
居
と
い

う
の
は
商
業
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
が

す
ご
く
大
き
い
ん
で
す
ね
。
外
国
の
ど

こ
の
土
地
へ
行
っ
て
も
、
大
き
な
劇
場

の
そ
ば
に
は
素
適
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

る
。
お
芝
居
と
共
に
、
食
文
化
が
非
常

に
成
熟
し
て
い
る
。
北
野
町
で
佐
本
先

生
が
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ュ
ッ
ト
を
作
ら
れ

た
時
は
一
つ
の
衝
撃
だ
っ
た
。
そ
し
て

今
度
夏
目
先
生
の
企
画
を
お
聞
き
し
て

思
い
出
し
た
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
あ

の
大
都
市
が
破
産
し
て
破
滅
状
態
に
な

っ
た
時
、
再
生
す
る
の
に
何
を
売
っ
た

か
と
言
う
と
実
は
お
芝
居
だ
っ
た
。
世

界
の
大
都
市
と
言
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
救
っ
た
の
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
北
野

町
を
い
い
形
で
救
っ
て
頂
く
、
も
う
ひ

と
回
り
大
き
く
し
て
頂
く
に
は
お
芝
居

が
一
つ
の
演
出
の
手
だ
て
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

若
山
文
化
的
な
も
の
を
大
切
に
す
る

と
い
う
か
、
育
て
上
げ
よ
う
と
す
る
匂

い
だ
け
で
も
、
我
々
商
業
者
と
し
て
も

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
ま
す
。

特
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
主

催
し
て
い
る
立
場
か
ら
し
て
も
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
後
ろ
に
ア
ー
ト
が
な
い
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
な
ん
て
ｌ
と
い
う
意
味

で
、
手
作
り
の
そ
う
い
う
お
も
し
ろ
い

菊地由紘さん

ン
に
な
っ
た
と
し
た
ら
と
て
も
う
れ
し

い
ｏ小

泉
上
演
を
北
野
ク
ラ
ブ
で
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
が
浅
木
さ
ん
、
今
春
か

ら
北
野
ク
ラ
ブ
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
が
、

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
へ
変
身
し
た
の
で
ふ

さ
わ
し
い
企
画
で
す
ね
。

浅
木
え
え
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
こ

の
お
話
は
楽
し
み
な
ん
で
す
。
脚
本
も

拝
見
し
ま
し
た
が
、
私
達
の
知
ら
な
い

時
代
も
含
め
て
こ
の
町
の
思
い
出
み
た

い
な
も
の
が
込
め
ら
れ
て
い
る
な
あ

と
。
若
い
方
も
大
人
の
方
も
、
こ
こ
で

北
野
町
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

頂
け
た
ら
最
高
で
す
。

夏
目
新
し
も
ん
好
き
の
神
戸
で
、
神

戸
が
発
祥
と
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
、
芝
居
が
定
着
し
て
い
る
部
分

て
い
う
の
は
非
常
に
少
な
い
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
食
べ
も
の
…
と
ほ
と
ん
ど
全

部
揃
っ
て
い
る
の
に
、
文
化
に
つ
い
て

は
す
ご
く
遅
れ
て
る
気
が
す
る
…
。

小
曽
根
確
か
に
。
神
戸
と
い
う
の
は

元
々
ロ
ン
グ
ラ
ン
が
全
然
ダ
メ
な
所
と

い
う
鉄
則
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て

ね
。
ど
う
し
て
な
の
か
ぼ
く
達
に
も
分

ら
な
い
ん
だ
。
冷
た
い
の
か
な
。
実
は

先
日
夏
目
先
生
の
方
か
ら
、
北
野
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
音
楽
を
担
当
す
る
よ
う
に

言
わ
れ
た
ば
か
り
で
、
具
体
的
な
曲
づ

く
り
は
ま
だ
始
め
て
い
な
い
。
一
つ
不

安
な
の
は
、
や
る
か
ら
に
は
生
で
演
奏

し
た
い
ん
で
す
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的

に
ど
う
か
と
い
う
点
ね
。
録
音
で
す
る

6３

スティープン
ブラウンさん

聯
：霜

…i＃

明定さん

i零
三浦

瀞舞簿. ､ 謬哨.蕊i露
鑑鏑"舞興:蟻.蝿

若山晴洋さん

；
噌
呼黙

幸子さん松永
蕊鍵蕊蕊蕊饗蕊蕊識
小曽根実さん 浅木隆子さん
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し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。
文
化
ホ
ー
ル
や
国
際
会
館
も

あ
る
け
ど
、
思
っ
た
よ
う
に
神
戸
は
人

が
入
ら
な
い
。
案
外
神
戸
の
人
は
文
化

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
る
と

思
い
ま
す
ね
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
開
化
し
た
発
祥
地
な

ん
だ
し
、
も
っ
と
西
洋
文
化
を
取
り
入

れ
、
消
化
し
、
理
解
し
、
感
じ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

小
曽
根
し
か
し
、
や
る
と
な
っ
た
ら

全
国
的
ス
ケ
ー
ル
で
や
っ
た
方
が
い

い
、
神
戸
だ
か
ら
っ
て
、
せ
せ
こ
ま
し

く
手
作
り
に
し
な
く
た
っ
て
い
い
と
思

い
ま
す
ね
。
神
戸
で
大
き
な
こ
と
を
し

て
も
も
ち
ろ
ん
い
い
と
思
う
し
。
そ
れ

よ
り
も
ぼ
く
が
一
番
感
じ
て
い
る
の

は
、
日
本
の
劇
団
は
何
で
外
国
も
の
ば

か
り
を
上
演
す
る
の
か
っ
て
こ
と
。
結

局
ア
メ
リ
カ
か
ら
渡
っ
て
来
た
も
の
を

日
本
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
上
演
す
る
わ
け

で
、
二
番
煎
じ
な
ん
で
す
ね
。
日
本
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
の
を
外
国
へ
持
っ
て
行

け
る
ぐ
ら
い
も
っ
と
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
う
意
見
で
も
、
今
度
の
北

野
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ぼ
く
も
協
力
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
よ
。

佐
本
今
度
で
き
る
新
神
戸
の
ニ
ュ
ー

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
中
に
も
シ
ア

タ
ー
が
あ
る
ら
し
い
し
、
神
戸
外
国
人

倶
楽
部
に
か
け
て
〃
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
″
み
た
い
な
も
の
が
出
来
た
ら

最
高
で
す
ね
。
劇
場
と
い
う
の
は
、
一

つ
ポ
ッ
ン
と
あ
っ
て
も
ダ
メ
。
ゾ
ー
ン

の
中
に
幾
つ
か
あ
っ
て
、
自
由
に
セ
レ

ク
ト
出
来
る
環
境
で
な
い
と
。

小
泉
そ
う
い
う
意
味
で
、
神
戸
と
い

う
の
は
サ
イ
ズ
的
に
ち
ょ
う
ど
良
い
で

す
ね
。
そ
れ
に
北
野
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
な
ん
て
ス
テ
キ
で
す
ね
。

佐
本
結
局
北
野
町
の
シ
ン
ボ
ル
は
異

人
館
な
ん
で
す
。
陳
先
生
の
作
品
は
、

異
人
館
に
対
す
る
鎮
魂
歌
だ
と
思
う
ん

で
す
。
ぼ
く
は
常
々
、
北
野
町
は
門
前

町
の
様
な
気
が
し
て
い
た
。
ご
本
体
は

異
人
館
、
参
拝
者
は
観
光
客
（
笑
）
。

と
考
え
た
場
合
、
欠
け
て
い
る
の
が
奉

納
楽
。
神
様
を
讃
え
る
も
の
が
な
い
ん

で
す
。
そ
れ
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
文
化

だ
と
思
う
。

夏
目
実
際
、
昭
和
調
年
に
陳
先
生
が

こ
の
小
説
を
書
か
れ
た
中
に
〃
異
人
館

へ
の
墓
記
銘
″
だ
と
あ
り
ま
す
よ
。
当

時
異
人
館
は
観
光
名
所
で
も
何
で
も
な

く
亡
び
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
、
そ
う
い

う
認
識
の
上
で
お
書
き
に
な
ら
れ
た
も

の
な
ん
で
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
北
野
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
第
一
号
「
柊
の
館
」
は
オ
ー
ル

地
元
で
、
原
作
か
ら
音
楽
か
ら
、
出
演

者
は
外
国
人
を
交
え
て
と
全
部
神
戸
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
だ
け
で
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

完
全
神
戸
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
も
の
を

創
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
協
力
下
さ
い
。八

い
北
野
ク
ラ
ブ
に
て
Ｖ

回
Ⅲ
月
下
旬
公
演
予
定

１
６４
１

試
み
は
楽
し
み
で
す
ね
。
キ
ッ
ッ
の
メ

ン
バ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
方
が
多
い
ら
し

い
け
ど
、
そ
も
そ
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

本
場
は
ア
メ
リ
カ
で
な
く
ロ
ン
ド
ン
な

ん
で
す
よ
。
ま
あ
大
き
な
催
し
は
東
京

や
大
阪
に
ま
か
せ
て
お
い
て
、
神
戸
で

は
地
元
の
人
達
で
作
り
上
げ
て
い
く
、

せ
っ
か
く
外
国
人
も
多
い
土
地
柄
な
ん

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
点
で
神
戸
は
頑

張
る
べ
き
で
す
よ
ね
。

菊
地
随
分
昔
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

「
柊
の
館
」
が
発
刊
さ
れ
た
時
、
す
ぐ

に
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
北
野
町

で
こ
う
い
う
新
し
い
企
画
を
行
う
の
は

す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
。
う
ち

も
異
人
館
倶
楽
部
パ
ー
ト
Ⅱ
の
パ
ラ
デ

ィ
ア
ー
ム
で
毎
週
金
曜
の
夜
、
名
画
劇

場
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ま
だ
招
待

客
だ
け
で
一
般
の
方
ま
で
は
無
理
な
状

態
な
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
評
判
が
良

く
て
ね
。
時
間
も
遅
く
か
ら
で
す
か
ら

仕
事
の
帰
り
と
か
、
主
婦
の
方
と
か
来

て
頂
け
ま
す
し
。
こ
の
目
的
は
、
北
野

町
は
文
化
的
な
も
の
が
少
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
異
人
館
が
あ
っ
て
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ル
が
あ
る
わ
け
だ
け
ど
、
本

当
の
文
化
は
ま
だ
流
れ
て
い
な
い
町
な

ん
で
す
。
小
さ
い
け
れ
ど
、
手
作
り
で

や
っ
て
行
け
る
の
が
神
戸
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
ね
。
逆
に
言
え
ば
キ
メ
の
細

か
い
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
…
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
北
野
町
も
経
営
者
や

住
人
が
共
鳴
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
だ
け

で
な
く
、
文
化
全
般
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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なおひつじ座のＡ型。兵庫区在住。、／

議
☆
神
戸
の
基
幹
産
業
に

新
世
代
社
長
誕
生

神
戸
を
代
表
す
る
企
業
、
神

戸
製
鋼
所
と
太
陽
神
戸
銀
行
に

そ
れ
ぞ
れ
、
神
戸
出
身
の
新
社

長
・
新
頭
取
が
誕
生
し
た
。

６
月
妬
日
の
株
主
総
会
で
選

神
戸
一
中
の
同
級
生
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
大
正
妬
年
生
ま
れ
の

同
年
齢
で
も
あ
る
。
亀
高
氏
は

神
戸
経
済
大
学
（
現
神
戸
大
学
）

卒
業
後
、
神
戸
製
鋼
に
入
社
、

様
々
な
要
職
を
経
て
副
社
長
よ

り
就
任
ｑ
松
下
氏
は
東
京
大
学

を
卒
業
後
、
大
蔵
省
入
省
、
事

務
次
官
等
の
要
職
を
経
て
飢
年

同
銀
取
締
役
常
任
顧
問
に
就
任

6５

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
Ｉ
ナ
ル

鶴

出
さ

氏
れ
た

藷
亀
高

率
素
吉

新
社

長
と

氏
松
下

謎
康
雄

軒
新
頭

取
は

し
、
新
頭
取
に
。
円
高
等
不
況

が
続
く
中
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー

の
手
腕
に
期
待
し
た
い
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に

新
た
な
仲
間
が
誕
生

７
月
躯
日
（
水
）
、
フ
ァ
ッ
シ

ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

中
四
国
を
中
心
に
営
業
活
動

を
続
け
て
き
た
オ
カ
セ
ン
が
、

４
月
、
岡
山
市
に
新
社
屋
を
完

成
し
、
そ
れ
を
機
会
に
カ
イ
タ

ッ
ク
と
名
を
改
め
た
も
の
で
、

西
洋
屋
敷
を
思
わ
せ
る
シ
ャ
レ

た
ピ
ル
の
完
成
で
、
ま
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
新
た
な
魅

力
が
加
わ
っ
た
。

☆
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

新
体
制
で
前
進
Ⅲ

こ
の
４
月
１
日
に
、
国
鉄
が

Ｊ
Ｒ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
が
、

神
戸
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
も
大
幅
な
変

は
大
正
７
年
生
ま
れ
、
社
会
党

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
★
深
田
恵
子
さ
ん
（
鯛
）

、
菊
正
宗
酒
造
㈱
．

カイタック神戸ピル
の式ツカウヨ

曹繍雌貰
改
が
行
わ
れ
、
神
戸
駅
に
は
神

戸
営
業
本
部
が
、
三
ノ
宮
駅
に

は
旅
行
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
、

和
己
さ
ん
が
、
営
業
支
店
長
に

は
清
水
階
さ
ん
が
、
旅
行
セ
ン

タ
ー
所
長
に
は
久
松
密
了
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
。
色
々
な
可

能
性
を
秘
め
た
企
業
だ
け
に
、

Ｊ
Ｒ
の
今
後
の
活
動
に
要
注

目
ノ
．

☆
神
戸
市
市
議
会
に
新
議
長

５
月
よ
り
、
神
戸
市
市
議
会

合う機会がなくて」とポヤく。特徴的な部
眼がクリクリと動くように、何事にも好物
奇心旺盛｡その証拠に､現在でも仕事が曹
終ってから、書道にお花に料理を習いに理
行っているが、「まだまだ、色んなこと科
がやりたいんです｣と語る｡明るく素敵熱

第１回展示商談会
らリク類品でた
電１セ°・、も
気かサァ衣食の

長
に
吉

塞
本
泰
男

泰
氏
が
就

詐
任
し
た

吉
本
氏

左より、久松・辻・清水各氏

龍え騨緬
辻駅三行活保Ｊ| 、

昨年、菊正宗に入社。大学は男女共学
だったが、中学・高校が女子校で、就】職

蕊
：
峰

蕊灘

製
品
等
、
様
々
な
商
品
を
蝿
社

が
展
示
促
売
し
た
。
そ
し
て
、

神
戸
貿
易
の
一
層
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
や
は
り
常
設
展
示

場
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

第
２
回
目
は
９
月
妬
日
１
羽

日
、
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
。

に
所
属
。
昭
和
妬
年
初
当
選
以

来
加
期
連
続
の
ベ
テ
ラ
ン
で
過

去
、
昭
和
風
年
に
も
議
長
を
勤

め
て
い
る
。

☆
輸
入
品
常
設
展
示
場
の
・

完
成
を
目
指
し
て

７
月
４
日
よ
り
８
日
ま
で
、

サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
に
て
輸
入
商

品
展
示
商
談
会
の
第
１
回
目
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
神
戸
に

輸
入
品
常
設
展
示
場
の
建
設
を

願
う
神
戸
貿
協
易
会
が
主
催
し
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